
Close up注目情報注目情報
平成 27 年度一般会計予算……………………………  ２
一般会計予算のポイント………………………………  ４
新園舎が完成しました…………………………………  7
双葉スマートＩＣの対象車種拡大 ……………………  8
甲斐市チャレンジデー2015…………………………  11

「甲斐市から見る富士山」写真コンテスト 入賞者発表 ……… 36

平成 27 年度一般会計予算……………………………  ２
一般会計予算のポイント………………………………  ４
新園舎が完成しました…………………………………  7
双葉スマートＩＣの対象車種拡大 ……………………  8
甲斐市チャレンジデー2015…………………………  11

「甲斐市から見る富士山」写真コンテスト 入賞者発表 ……… 36

５月27日（水）は甲斐市チャレンジデー５月27日（水）は甲斐市チャレンジデー
ラジオ体操で甲斐市を元気にラジオ体操で甲斐市を元気に

5
20152015

No.129No.129
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　税収は、3年に一度の評価替えに伴う固
定資産税の減額および事業所の閉鎖などに
よる影響で個人市民税、法人市民税の減額
が予想されることから、市税全体で前年度
対比３.２％の減額となりました。
　県支出金は、民間保育所整備事業への補
助金などにより前年度対比23.８％の増額
となりました。
　市債については、主に合併特例債であり、
前年度対比21％の減額となりました。

用 語 解説

扶 助 費
物 件 費
人 件 費
補 助 費 等
公 債 費
繰 出 金
普通建設事業費
積 立 金
維 持 補 修 費

生活、医療、教育などの支援にかかる経費（医療費助成など）
委託料、光熱水費、消耗品費などの経費
職員の給与や各種委員の報酬などの経費
一部事務組合や各種団体への補助金などの経費
借入金の返済の経費（元金、利子）
特別会計の運営のための経費
社会資本の整備にかかる経費（道路整備や教育施設整備など）
財源調整のための財政調整基金や使い道が特定される目的基金への積立
施設の機能維持のために使われる経費

　民生費は、子ども・子育て支援新制度の本格施
行に伴う経費や民間保育所整備への補助、生活保
護費などの社会保障経費の増大により、前年度対
比８.４％の増額となりました。
　教育費は、学校施設整備費の増額により、前年
度対比２.８％の増額となりました。
　総務費は、竜王庁舎本館外壁工事の終了などに
より、前年度対比４％の減額となりました。
　土木費は、塩崎駅周辺整備事業、市営南団地整
備工事などの普通建設事業費の減額により、前年
度対比3４％の減額となりました。

歳　　入歳　出 （目的別）

収　入 支　出317,946円 317,946円

※一般会計２３６億７，９００万円を人口７４，４７５人で計算（平成２７年３月末日現在、外国人登録含む）

●地方交付税 ●国庫支出金 ●地方譲与税
●地方特例交付金 ●地方消費税交付金
●県支出金 ●利子割交付金 ●配当割交付金 など

●扶助費

●物件費 ●維持補修費

●人件費

●公債費

●補助費等

●普通建設事業費

●繰出金

●積立金 ●予備費

●投資および出資金 ●貸付金

●市税

●市債

●分担金および負担金 ●使用料および手数料
●財産収入 ●諸収入

●繰入金

●繰越金

１４４,８２９円

７３,８９５円

５８,７６８円

４６,９７６円

３３,８５９円

３７,３７２円

４６,０６６円

１９,８３１円

１,１３９円

40円

１０９,７６３円

２４,５８２円

１６,９６０円

１６,４４１円

５,３７１円

平成27年度
一般会計予算
平成27年度
一般会計予算

236億7,900万円236億7,900万円

平成27年度　甲斐市当初予算

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
介 護 サ ー ビ ス 特 別 会 計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
地域し尿処理施設特別会計
農業集落排水事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計
水　道　事　業　会　計

236億7,900万円
88億6,967万円

5億8,445万円
40億2,667万円

1,773万円
93万円

9,590万円
1,783万円
1,249万円

21億7,802万円
3,560万円

15億7,241万円
410億9,070万円

244億2,700万円
79億6,767万円

5億7,210万円
38億2,977万円

1,716万円
235万円

9,420万円
1,733万円
1,215万円

21億5,614万円
3,521万円

15億9,818万円
407億2,926万円

△7億4,800万円
9億　200万円

1,235万円
1億9,690万円

57万円
△142万円

170万円
50万円
34万円

2,188万円
39万円

△2,577万円
3億6,144万円

△3.1
11.3

2.2
5.1
3.3

△60.5
1.8
2.9
2.8
1.0
1.1

△1.6
0.9

特

　
　別

　
　会

　
　計 

 

会　  　計　  　名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増 減 額 増減率（％）
一　 般 　会　 計

歳　出  （性質別）

市民１人あたり予算額 会計別の平成 27 年度当初予算額

普通建設事業費 6.2％
14億7,487万円

繰出金 10.6％
25億2,165万円

積立金 0.3％
6,481万円

扶助費 23.2％
55億332万円

物件費 18.3％
43億3,203万円

人件費 14.8％
34億9,855万円

補助費等 14.5％
34億3,075万円

公債費11.8％
27億8,329万円

維持補修費ほか
0.3％

6,973万円

普通建設事業費 6.2％
14億7,487万円

繰出金 10.6％
25億2,165万円

積立金 0.3％
6,481万円

扶助費 23.2％
55億332万円

物件費 18.3％
43億3,203万円

人件費 14.8％
34億9,855万円

補助費等 14.5％
34億3,075万円

公債費11.8％
27億8,329万円

維持補修費ほか
0.3％

6,973万円

歳　入
構成比市債 7.7％

18億3,070万円

県支出金 7.5％
17億7,504万円

諸収入 2.7％
6億3,355万円

分担金および負担金 1.8％
4億1,714万円

繰入金 5.2％
12億2,447万円

地方消費税交付金 4.3％
10億2,000万円

県支出金 7.5％
17億7,504万円

諸収入 2.7％
6億3,355万円

分担金および負担金 1.8％
4億1,714万円

繰入金 5.2％
12億2,447万円

地方消費税交付金 4.3％
10億2,000万円

繰越金 1.7％ 4億円
使用料および手数料 0.8％ 1億9,150万円
地方譲与税 0.7％ 1億7,400万円

地方特例交付金 など
0.8％ 1億7,541万円

市債 7.7％
18億3,070万円

市税 34.5％
81億7,462万円

地方交付税 18.5％
43億9,000万円

国庫支出金 13.8％
32億7,257万円

市税 34.5％
81億7,462万円

地方交付税 18.5％
43億9,000万円

国庫支出金 13.8％
32億7,257万円

歳　出
構成比

（目的別）

民生費 39.4％
93億2,244万円

教育費 12.4％
29億4,010万円

公債費 11.8％
27億8,330万円

民生費 39.4％
93億2,244万円

教育費 12.4％
29億4,010万円

公債費 11.8％
27億8,330万円

総務費 9.9％
23億4,713万円

衛生費 9.7％
22億9,896万円

農林水産業費 1.8％
4億2,938万円

議会費 1.0％
2億3,424万円

土木費 9.1％
21億6,199万円

消防費 4.0％
9億4,368万円

商工費 0.4％ 9,424万円

労働費 0.1％ 3,543万円
予備費 0.1％ 2,000万円
災害復旧費 0.0％ 200万円

諸支出金 0.3％ 6,611万円
商工費 0.4％ 9,424万円

労働費 0.1％ 3,543万円
予備費 0.1％ 2,000万円
災害復旧費 0.0％ 200万円

諸支出金 0.3％ 6,611万円

総務費 9.9％
23億4,713万円

衛生費 9.7％
22億9,896万円

農林水産業費 1.8％
4億2,938万円

議会費 1.0％
2億3,424万円

土木費 9.1％
21億6,199万円

消防費 4.0％
9億4,368万円

歳出 構成比
（性質別）

総　　合　　計 

　３月定例市議会で、本年度の予算が決まりました。「甲斐市総合計画」が
目指す「緑と活力あふれる生活快適都市」および「創甲斐教育」の実現に向
け、施策の選択と集中を図りました。

　３月定例市議会で、本年度の予算が決まりました。「甲斐市総合計画」が
目指す「緑と活力あふれる生活快適都市」および「創甲斐教育」の実現に向
け、施策の選択と集中を図りました。
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一
般
会
計
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
新
規
に
行
う
事
業
、
特
色
あ
る
事
業
な
ど
を

中
心
に
、
施
策
別
に
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

「
創
甲
斐
教
育
」の
推
進

〜
甲
斐
市
で
育
ち
、

　
　
　甲
斐
市
を
育
て
る
人
づ
く
り
〜

豊豊○
塩
崎
駅
周
辺
整
備
事
業

5
、
0
2
1
万
円

　
塩
崎
駅
ア
ン
ダ
ー
ガ
ー
ド
改
築
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
学
校
施
設
整
備
事
業

4
億
9
、
８
８
３
万
円

　
敷
島
中
学
校
の
屋
根
防
水
改
修
工
事
、玉
幡
中
学
校
の

武
道
場
吊
り
天
井
改
修
工
事
な
ど
、学
校
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

○
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
改
修
工
事2

、
６
１
２
万
円

　
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
の
外
壁
お
よ
び
雨
漏
り
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

○
在
宅
福
祉
事
業

1
、
3
8
5
万
円

　
市
単
独
で
実
施
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
高

齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
料
金
助
成
、配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
な
ど
の
事
業
の
充
実
を
図
り
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業2

億
6
、
２
５
５
万
円

　
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
窓
口

無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
竜
王
西
保
育
園
指
定
管
理
委
託
事
業

1
億
4
、
７
０
２
万
円

　
竜
王
西
保
育
園
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
運
営
を
行
う
事
で
、
保
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
45
事
業

（
総
事
業
費 

１
、
８
０
７
万
円
）に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
確
か
な
学
力
の
育
成
推
進
事
業

39
万
円

　
国
語
・
算
数（
数
学
）を
中
心
と
し
た
授
業
改
善
や
家
庭

学
習
の
工
夫
な
ど
、
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
学
力
向
上
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
事
業

56
万
円

　
各
公
民
館
で
、
小
中
学
生
や
親
子
を
対
象
と
し
た
、
創

造
性
や
知
識
の
向
上
、
伝
統
文
化
・
食
文
化
の
伝
承
、
科

学
な
ど
に
興
味
が
持
て
る
内
容
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
他
人
の
子
も
ほ
め
て

　
叱
る
運
動
の
支
援
事
業

55
万
円

　
講
演
会
や
駅
前
で
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
広
く
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
予
防
接
種
事
業

2
億
4
、
２
２
４
万
円

　
伝
染
の
恐
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
や
ま
ん
延
予
防
の
た

め
、
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

○
生
活
困
窮
者

　
自
立
支
援
事
業

1
、
7
1
8
万
円

　
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段

階
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
、

自
立
の
た
め
の
相
談
支
援
事

業
な
ど
を
行
い
、
自
立
支
援

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

　
市
推
進
事
業３

５
６
万
円

　
国
か
ら
の
補
助
金
を
活
用

し
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
を
軸
と

し
た
、
環
境
に
や
さ
し
く
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
の
構
想
を
策
定
し

ま
す
。

○
市
営
住
宅
整
備
事
業

３
、
２
０
１
万
円

　
集
会
所
の
建
築
、
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
災
害
対
策
整
備
事
業

１
、
５
５
０
万
円

　
県
の
地
震
防
災
訓
練
を
市
内
会
場
で
行
う
な
ど
、
地
域
防

災
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
防
災
メ
ー
ル

配
信
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

○
爽
快（
創
甲
斐
）こ
ど
も
水
泳
教
室

2
9
4
万
円

　「
創
甲
斐
教
育
」の
柱
の
一
つ
で
あ
る
体
力
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
定
期
的
に
、
こ
ど
も
水
泳
教
室
を
開
催
し
、

泳
ぎ
の
基
本
動
作
を
習
得
す
る
中
で
、
心
身
の
健
全
な
育

成
を
図
り
ま
す
。

○
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

75
万
円

　
乳
幼
児
健
診
時
に
絵
本
１
冊
と
、
お
す
す
め
す
る
本
の

リ
ス
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、
家
庭
で
小
さ
い
頃
か
ら
本
に

親
し
む
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
事
業

47
万
円

　
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
活
動
と
し
て
、
絵
本
を

使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
英
語
に
親
し
む
活
動
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
丈
夫
な
体
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

も
実
施
し
ま
す
。

○
甲
斐
市
小
中
学
校

　
音
楽
祭
事
業

77
万
円

　
市
内
小
中
学
生
が
合
唱

や
吹
奏
楽
な
ど
の
舞
台
発

表
を
行
う
音
楽
祭
を
開
催

し
、
文
化
芸
術
に
親
し
む
機

会
の
更
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

か
な
文
化
の
か
お
る
都
市
機
能
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

健健
や
か
で
活
気
に
み
ち
た
福
祉
・
医
療
の

推
進
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

快快
適
な
生
活
環
境
を
整
備
し
、

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

○
総
合
計
画

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

６
８
３
万
円

　
平
成
27
年
度
を
も
っ
て

第
１
次
の
計
画
期
間
が
終

了
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
に
基
づ
い
た

第
２
次
甲
斐
市
総
合
計
画

を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

行行
政
の
無
駄
を
排
し
、質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
も
と
行
財
政
の

効
率
化
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

平成27年度　甲斐市当初予算
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新 園 舎 が 完 成 し し たま

　市内の空き家を有効活用し、移住・定住促進などを図るため、「空
き家バンク制度」を実施しています。空き家バンク制度とは、売買
や賃貸が可能な空き家を所有している人に、その空き家情報を登
録していただき、購入や賃貸を希望する人に紹介するものです。

空き家バンクの対象となる地域が市内全域になりました
　これまで空き家バンクの対象地域は、市内中山間地域に限定されていましたが、今年度から対象地域を
市内全域に拡大します。市内に空き家を所有していて、売買や賃貸を検討している人は、ぜひ空き家バン
ク制度の活用をお願いします。

■申し込み・問い合わせは…秘書政策課（本館３階）　☎055（278）1678

　昨年３月から進めてきた竜王北・竜王西保育園のすべての建設工事が完成しました。
　構造は、いずれも鉄骨２階建てで、１階は保育室、事務室、調理室、園児の作品が展示できるギャ
ラリーを配置し、２階は保育室や遊戯室、屋外プールなどを配置しています。
　室内の照明はすべてＬＥＤとし、竜王北保育園では、蓄電池付きの太陽光発電設備を設置。ま
た、竜王西保育園では、太陽光発電設備、地中熱を利用したヒートポンプ空調システムを設置す
るなど省エネやＣＯ２の削減に取り組み、未来を担う子どもたちが１年を通して、安全・快適に過
ごせる園となっています。
■問い合わせは…子育て支援課（新館１階）　☎055（278）1692

　
前
副
市
長
の
土
屋
哲
夫
さ
ん
、
前
教
育
長
の
加
々
美
英

さ
ん
が
退
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
３
月
20
日（
金
）の
定

例
市
議
会
で
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
副
市
長
に
小
田
切

正
男
さ
ん
が
、
教
育
長
に
勝
村
秀
彦
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
教
育
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り

で
す
。 （
敬
称
略
）

　
４
月
１
日（
水
）、
甲
斐
市
消
防
団
長
任
命
式
が
行
わ
れ
、
花

輪
貞
夫
さ
ん
が
消
防
団
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、団
長
任
命
式
終
了
後
に
は
、
副
団
長
任
命
式
が
行
わ

れ
、
花
輪
団
長
が
、
次
の
３
人
を
引
き
続
き
任
命
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　
市
消
防
団
で
は
、
本
年
度
も
新
入
団
員
の
育
成
や
消
火

技
術
の
向
上
と
甲
府
地
区
支
部
の
訓
練
大
会
に
向
け
、
５

月
○
○
日（
○
）か
ら
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
・
災

害
等
に
備
え
て
、
日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
に
励

む
団
員
に
対
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

期
間 

７
月
26
日
ま
で
の

       

月
・
水
・
金
曜
日
　
午
後
８
時
〜
10
時

場
所 

竜
王
小
学
校
、
敷
島
中
学
校

■
問
い
合
わ
せ
は…

消
防
防
災
対
策
室

　（
本
館
３
階
）　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
６

（59歳）
昭和55年４月に竜王町役
場に採用され、これまでに
企画財政課長、企画政策部
長等を歴任しました。

副市長

小田切  正男
（59歳）

昭和54年４月に竜王町役
場に採用され、これまでに
市民活動支援課長、教育部
長等を歴任しました。

教育長

勝村  秀彦

教
　
育
　
長
　
勝
村
秀
彦

職
務
代
理
者
　
栁
本
博
美

委
　
員
　
清
水

　學

委
　
員
　
長
田
明
美

委
　
員
　
新
海
宏
子

空 き 家 バ ン ク
登録物件募集

竜
王
西
保
育
園

竜
王
北
保
育
園

副
市
長
、
教
育
長
が
決
ま
る

副
市
長
、
教
育
長
が
決
ま
る

消
防
団
正
副
団
長
が
決
ま
る

消
防
団
正
副
団
長
が
決
ま
る

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
増
加
に
伴
う
就
業
構
造
の
変
化
に
よ

り
、
全
国
の
消
防
団
員
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
消
防
団
員
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
８
割
を
占
め
て
お
り
、
全

国
と
同
様
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は「
甲
斐
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
」を
導
入
し
、
現
在
38
事
業
所
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
消
防
団
活
動
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ

く
事
業
所
を
登
録
し
、
事
業
所
は
市
が
交
付
す
る「
消
防

団
協
力
事
業
所
証
」を
表
示
す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
が
Ｐ

Ｒ
で
き
、
ま
た
、
消
防
団
で
は
、
団
員
の
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
団
員
の
確
保
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

  

認
定
基
準

●
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
１
人
以
上
入
団
し
て
お

　
り
、
従
業
員
の
就
業
時
間
中
の
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
、

　
処
遇
に
不
利
益
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
事
業
所
等

●
災
害
時
等
に
事
業
所
の
資
機
材
等
を
消
防
団
に
提
供
す

　
る
な
ど
協
力
を
し
て
い
る
事
務
所
等

●
そ
の
他
消
防
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

　
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
な
ど
、

　
市
長
が
特
に
優
良
と
認
め
る
事
業
所
等

  

申
請
方
法

●
事
業
所
が
、
市
に
申
請
す
る
。（
申
請
用
紙
は
消
防
防
災

　
対
策
室
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

●
消
防
団
長
、
自
治
会
長
等
が
推
薦
す
る
。

※

認
定
お
よ
び
表
示
証
の
有
効
期
限
は
、
交
付
か
ら
２
年

　
間
で
す
。
た
だ
し
、
更
新
は
可
能
で
す
。

※

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

花
輪
貞
夫

横
森
弘
光（
竜
王
地
区
）

雨
宮

　久（
敷
島
地
区
）

中
島
一
洋（
双
葉
地
区
）

※

す
べ
て
再
任

消

防

団

長

消
防
団
副
団
長甲

斐
市
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度

消防団協力
事業所マーク
消防団協力

事業所マーク

消
防
団
の
訓
練
が
始
ま
り
ま
す

　
市
消
防
団
で
は
、
本
年
度
も
新
入
団
員
の
育
成
や
消
火

技
術
の
向
上
と
甲
府
地
区
支
部
の
訓
練
大
会
に
向
け
、
５

月
２０
日（
水
）か
ら
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
・
災

害
等
に
備
え
て
、
日
々
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
に
励

む
団
員
に
対
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

期
間 

７
月
24
日
ま
で
の

       

月
・
水
・
金
曜
日
　
午
後
８
時
〜
10
時

場
所 

竜
王
小
学
校
、
敷
島
中
学
校

■
問
い
合
わ
せ
は…

消
防
防
災
対
策
室

　（
本
館
３
階
）　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
６
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双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

対
応
車
種
拡
大

　
双
葉
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）

の
対
応
車
種
拡
大
運
用

に
向
け
て
調
整
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、４
月

21
日（
火
）か
ら
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
機
を
搭
載
し
た
大

型
車
・
特
大
車（
車
長
12

ｍ
以
下
）の
通
行
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
と
商
工
会
で
は
、
地
方
創
性
に
向
け
た
国
か
ら
の

交
付
金
を
活
用
し
、
地
元
の
消
費
喚
起
や
生
活
支
援
を

目
的
に
、
総
額
４
億
８
、
０
０
０
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
券
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
・
老
人
ク

ラ
ブ
加
入
者
に
は
、
優
先
的
に
商
品
券
が
購
入
で
き
る

予
約
券
を
事
前
に
配
布
し
、一
般
の
み
な
さ
ん
よ
り
も

１
、
０
０
０
円
安
く
購
入
で
き
ま
す
。

　
発
行
日
・
取
扱
加
盟
店
な
ど
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
決
ま
り
次
第
、
速
や
か
に
広
報
誌
、
市
・

商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

発
行
内
容

　
中
学
生
以
下
お
よ
び
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者

　
１
セ
ッ
ト
　
１
２
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
９
、
０
０
０

　
円
で
販
売

　
一 

般

　
１
セ
ッ
ト
　
１
２
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
１
０
、
０
０

　
０
円
で
販
売

※

１
セ
ッ
ト
　
５
０
０
円
券×

24
枚
つ
づ
り

発
行
部
数
　
　
４
０
、
０
０
０
セ
ッ
ト

　（
一
般
は
１
人
５
セ
ッ
ト
ま
で
が
購
入
限
度
）

販
売
予
定
場
所
　
　
市
役
所
各
庁
舎
３
か
所

発
行
予
定
時
期
　
　
７
月
頃
か
ら

予
定
有
効
期
間
　
　
発
行
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
問
い
合
わ
せ
は…

 

商
工
観
光
課（
本
館
２
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
８

　
市
商
工
会
　
☎
０
５
５（
２
７
６
）２
３
８
５

◎
運
用
内
容…

フ
ル
イ
ン
タ
ー
形
式（
上
下
線
と
も
24
時
間

　
出
入
り
可
）

◎
運
用
時
間…

24
時
間

◎
対
応
車
種…

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載
し
た
軽
自
動
車
等
、

　
普
通
車
、
中
型
車
、
大
型
車
、
特
大
車（
料
金
車
種
区
分
）

◎
通
行
可
能
対
象
車
長…

12
ｍ
以
内

※

大
型
車
、
特
大
車
は
退
出
の
際
、
左
折
禁
止

軽自動車税の税制改正

市
税
等
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　軽自動車税の税率変更につ
きまして、平成 27 年度税制改
正大綱に原動機付自転車等の
軽自動車税の税率変更の一年
延期が盛り込まれました。
　これにより、原 動 機 付自転
車・二輪車・小型特殊自動車
の 税 率 変 更は、平 成 28 年 度
から適用となる見込みですの
でお知らせします。

■問い合わせは…
税務課（本館１階）
☎０５５（２７８）１６６３

●双葉東小学校へ
サントリーワインインターナショナル株式会社登美
の丘ワイナリー（大垈）から、朝日小学生新聞１年分
および新聞ラック１台（９７，２００円相当）

●竜王西保育園へ
平成26年度竜王西保育園保護者会から、加湿器５
台（７２，９００円相当）

●竜王南保育園へ
平成26年度竜王南保育園保護者会から、電波掛
け時計１台およびＤＶＤデッキ１台（３５，０００円相当）

●しきしま幼稚園へ
平成26年度しきしま幼稚園卒園児ＰＴＡ一同から、ソ
フトコーナーポストセット１式（２７，０００円相当）

ご寄附ご寄附 ありがとう
ございます
ありがとう
ございます

　４月に入学や進級をして、もう１か月がたちま
す。みなさん楽しく学校に通っていると思いま
すが、もし、小中学生・高校生のあなたが悩み
をかかえていたら、気軽に電話をしてください。
相談は無料。相談内容の秘密は守られます。
　また、いじめや不登校などの学校教育に関す
る悩みや、子育てやしつけなどの家庭教育に関
する悩みなど、保護者からの相談にも応じます。

　心のホットライン　 ☎０５５（２７８）２０３９
（月～金曜日　午前９時～午後５時）

　竜王地区教育相談電話　☎０５５（２７６）７５２１
（火～金曜日　午前９時30分～午後４時30分）

　敷島地区教育相談電話　☎０５５（２７７）１４００
（火～金曜日　午前９時30分～午後４時30分）

　双葉地区教育相談電話　☎０５５１（２８）７６８１
（火～金曜日　午前９時30分～午後４時30分）

甲斐市教育相談電話
～１人で悩むよりまず相談を～

介護保険制度
         改正のお知らせ

■
問
い
合
わ
せ
は…

◎
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
・
料
金
等
に
関
す
る
こ
と

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
　
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
９
２
２
）２
２
９（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
２（
２
２
３
）０
３
３
３

　（
Ｐ
Ｈ
Ｓ・
Ｉ
Ｐ
電
話
用
、
通
話
料
有
料
）

◎
地
区
協
議
会
・
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
関
す
る
こ
と

　
都
市
計
画
課（
本
館
２
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
９

○
５
月
は
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
等
は
、
市
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
最
も
大
き
な
財
源
で
あ
り
、

市
民
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
面
か
ら
も
、
市
税
等
の
収
入

確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
５
月
を
滞
納
整
理
強
化
期
間
と
し
て
、
滞

納
世
帯
へ
職
員
が
訪
問
す
る
な
ど
市
税
等
の
滞
納
整
理

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
お
手
元
の
納
付
書
を
も
う
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納

期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
が
あ
る
場
合
は
、
大
至
急
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

特
別
な
事
情
も
な
く
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
積
極
的
に
財
産
差
押
を
行
っ
て
い
ま
す
。
差
押

は
、
個
人
や
法
人
の
生
活
・
経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ

す
非
常
に
厳
し
い
処
分
で
、
原
則
と
し
て
滞
納
分
を
完
納

し
な
い
限
り
解
除
で
き
ま
せ
ん
。

○
納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
期
内
に
納
付
が
で
き
ず
に
滞

納
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
情
を
確
認
し
た
う
え
で
、
法
律
に
基
づ
い
た
分
割

納
付
な
ど
の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
は
収
納
課
、
そ
れ
以
外
の

　
料
金
等
は
担
当
課
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
前
納
報
奨
金

　
固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
限（
６
月
１
日
）ま
で
に

当
該
年
度
の
税
額
の
全
額
を
納
付
し
た
場
合
、
前
納
報

奨
金
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
５
月
に
納
税
通
知
書
が
郵
送
さ
れ
、
全
納
納
付
書
と
期

別
納
付
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
が
、
全
納
納
付
書
で
納
付
し

な
け
れ
ば
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
第
１
期
納
期
限
以
降

の
納
付
や
、
第
１
期
と
第
２
期
だ
け
納
付
な
ど
一
部
納
付
の

場
合
、
期
別
納
付
書
だ
け
で
一
括
納
付
し
た
場
合
も
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
全
納
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取

り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
書
記
載
の
金
融
機
関
等
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
重
複
納
付
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
税
を
全
納
納
付
書
で
納
税
し
た
後
、
誤
っ
て

期
別
の
納
付
書
で
納
税
し
て
し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る「
重
複
納

付
」が
毎
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
全
納
納
付
書
で
納
税
し
た
場
合
、
た
だ
ち
に
期
別
納
付

書
は
破
棄
さ
れ
る
か
、×

印
を
す
る
な
ど
し
て
、
重
複
納
付

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
が

発
生
し
な
い
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
を
お
奨
め
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

 

収
納
課（
本
館
１
階
）

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
８
０

甲
斐
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

●65歳以上（第１号被保険者）の介護保険料が
　変更されました
　介護保険の財源は、市に必要な介護サービス
にかかる費用などのうち、半分を公費（国・県・
市）、残りの半分を被保険者で賄っています。
65歳以上のみなさんからは、このうちの22％
を保険料として負担していただいています。サー
ビスを利用する方が増え、それに伴い、介護保
険にかかる費用も増加しています。算定の結果、
４月から基準月額５,１００円（年額６１,２００円）に
改正しましたので、みなさんのご理解をお願い
します。

●特別養護老人ホームの新規入所基準が変わり
　ました
　特別養護老人ホームはこれまで要介護１から
入所できましたが、４月からは原則、要介護３以
上の人が対象となります。ただし、要介護１・２
の人もやむを得ない事情により特別養護老人
ホーム以外での生活が著しく困難であると認め
られた場合には、特例として入所できます。なお、
すでに入所している人には適用されません。

■問い合わせは… 長寿推進課（新館１階）
　☎０５５（２７８）１６９３
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５月27日水
午前０時～午後９時

碧南市
へき なん

（
愛
知
県
）

対戦相手は

甲斐市

　チャレンジデー当日、ラジオ体操優良団体表彰を
行います。

　チャレンジデーは、運動を日常生活の習慣として取り入れることを目的とし
たもので、15分間以上続けて運動やスポーツなどで体を動かした人の数を
集計し、対戦相手と住民の参加率を競い合うイベントです。今年の対戦相手
は、愛知県碧南市です。みなさんで運動を楽しみながら、チャレンジデーに
参加して、今年のチャレンジデーを勝利で飾りましょう。

　チャレンジデーをきっかけに日常的にスポーツや運動をするようになってもらうことも大きな目的のひとつです。そこで、チャレン
ジデーの15分間の運動には、ぜひラジオ体操を取り入れてみてください。市では、子どもから大人まで取り組めるラジオ体操を活
用した健康づくりを推進しています。「ラジオ体操のまち・甲斐市」の活動のひとつとして、多くのみなさんのご協力をお願いします。

■問い合わせは… 甲斐市チャレンジデー実行委員会（スポーツ振興課内）　☎０５５（２７８）１６９８

報告BOXの設置場所や報告方法、開催イベントなどの詳細
については、広報誌５月号と一緒に配布したチラシをご覧く
ださい。なお、「参加報告書」はチラシに添付されています。

　当日、15分以上体を動かした人は、甲斐市チャレンジ
デー実行委員会本部に報告していただくだけです。報告
は、次のいずれかの方法でお願いします。

・地区で毎週ラジオ体操をしている。
・毎朝、会社の朝礼でラジオ体操をしている。
・ラジオ体操のグループを作り活動をしている。
※推薦方法など、詳細は問い合わせください。

　 対象例
・地区で毎週、ラジオ体操をしている。
・毎朝、会社の朝礼でラジオ体操をしている。
・ラジオ体操のグループを作り活動をしている。
※推薦方法など、詳細は問い合わせください。

 ① 参加報告書を提出
広報誌５月号と一緒に配布した参加報告書に記入し
市内各所に設置した報告BOXに入れる。

 ② 報告専用電話番号
　  ☎０５５（２７９）２２２５
 ③ 報告専用FAX番号
　  　０５５（２７９）６６６０
 ④ 市ホームページから報告
　 ・報告時間　当日の午後９時30分まで

チャレンジデーにはラジオ体操をしよう

チャレンジデーイベント　赤ちゃん「ハイハイ競走」・ママさん「ゆがみ直し整体体操」

日　時
　ハイハイ競走　午前10時～11時
　ゆがみ直し整体体操　午前11時～正午

・ハイハイ競走　５月18日（月）まで随時受付（定員50人）
スポーツ振興課へ電話または、各児童館窓口にて受付

・ゆがみ直し整体体操　申込不要
※ハイハイ競走は、１人で歩けない赤ちゃんが対象となります。

申　込

５月27日（水）

場　所 敷島体育館

持ち物 ヨガマットまたは大きめのバスタオルなど、室内ばき

参加方法

報告方法

参加方法 ラジオ体操優良団体表彰ラジオ体操優良団体表彰

 １　甲斐市にある団体（自治会、学校、会社等）
 ２　当該年３月末において、ラジオ体操を始めてから満１年

以上継続しており、ラジオ体操の普及向上に寄与した
功績が著しい団体

 ３　毎回５人以上の参加者がある団体
 ４　ラジオ体操の実施日数が年間50日以上ある団体

※自薦・他薦は問いません。

推薦基準

「スポーツの力で日本を元気に」
今年も甲斐市はチャレンジデーに参加します

市内観光情報市内観光情報
ぜひ観光巡回バスでお越しください。ぜひ観光巡回バスでお越しください。

料金無料観光巡回バス
緑まぶしい初夏、小梅のもぎ取りや一面に咲くポピーを楽しむ一日

information

　梅の里（矢木羽湖周辺）で行われる小梅のもぎ取
り体験や、一面に咲くポピーが楽しめる岩森の花畑、
ワイナリーや芸術の森を巡るコースをご紹介します。

◎運行日　５月 16 日（土）・17 日（日）
◎巡回コース　（　）内は見どころ

竜王駅南口…シャトレーゼベルフォーレワイナリー
…岩森の花畑…双葉農の駅・百楽泉…サントリー登
美の丘ワイナリー…敷島ワイナリー…矢木羽湖（小
梅もぎ取り体験）…クラインガルテンクラブハウス

（17 日は梅の里ふれあいまつり）…竜王駅南口…芸
術の森（美術館・文学館）…竜王駅南口

◎竜王駅出発時間
　午前９時、９時 20 分、10 時 10 分、
　午後０時 20 分、1 時 10 分、2 時 40 分、3 時 30 分

※午前９時発の１便は、竜王駅からシャトレーゼ
ベルフォーレワイナリー～敷島ワイナリーを経
由せず、矢木羽湖（小梅もぎ取り体験）へ向か
います。

※好きな場所で下車して見学、次のバスで別の
ところに移動してまた見学といった流れになり
ます。

■問い合わせは…商工観光課（本館２階）
　☎055（278）1708

第 9回梅の里ふれあいまつり開催
　クラインガルテンクラブハウスで農産物販売や各団体の出店など、盛りだくさん
の催しを行います。矢木羽湖周辺では梅のもぎ取り (有料 )も体験できます。
日時　5月 17日 ( 日 )　午前 10時～午後 2時　※雨天決行
　　　※梅もぎ体験は午前 9時～午後 3時
場所　甲斐敷島梅の里クラインガルテンクラブハウス※梅もぎ体験は矢木羽湖周辺梅畑
■問い合わせは…梅の里ふれあいまつり実行委員会事務局(農事組合法人ゆうのう敷島)
　☎ 055（267）0831　※月曜日定休

さくらんぼ狩り

場　所　双葉地区
期　間　6 月上旬～中旬（詳細
　　　　は問い合わせください）
時　間　午前９時～午後３時
料　金　40 分食べ放題 2,000 円
　　　　（１人分、５歳以下半額）
※要事前予約
※市観光巡回バスで来場の人は
　予約不要
■申し込み・問い合わせは…　
　ＪＡ梨北双葉支店
　☎0551（28）6111

　甘酸っぱい桑の実摘みが体験
できます。
場　所　大垈地区
期　間　6 月上旬～中旬（詳細
　　　　は問い合わせください）
時　間　午前 10 時
　　　　～午後３時 30 分
入園料　１人 600 円
その他　桑の葉茶のサービス、
　　　　養蚕体験コーナーあり
■問い合わせは…甲斐市商工会
　☎055（276）2385

桑の実摘み梅もぎ体験

場　所　敷島梅の里
　　　　（矢木羽湖周辺）
期　間　5 月 12 日（火）
　　　　～ 24 日（日）
時　間　午前９時～午後３時
料　金　１人 1,000 円
　　　　（２kg 入りの袋いっぱ
　　　　いに小梅をもぎ取るこ
　　　　とができます）
■問い合わせは…ゆうのう敷島
　☎ 055（267）0831
　月曜日定休

　クラインガルテンクラブハウスで農産物販売や各団体の出店など、盛りだくさん
の催しを行います。矢木羽湖周辺では梅のもぎ取り ( 有料 ) も体験できます。
日時　5 月 17 日 ( 日 )　午前 10 時～午後 2 時　※ 雨天決行
　　　※ 梅もぎ体験は午前 9 時～午後 3 時
場所　甲斐敷島梅の里クラインガルテンクラブハウス ※ 梅もぎ体験は矢木羽湖周辺梅畑
■問い合わせは…梅の里ふれあいまつり実行委員会事務局 ( 農事組合法人ゆうのう敷島 )
　☎055（267）0831　※ 月曜日定休
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スポーツ施設開放日程は、P18・19のカレンダー
をご覧ください。
■申し込み・問い合わせは…
　スポーツ振興課（新館２階）
　☎055（278）1698    　055（278）2047ニュース

スポーツ
ニュース

スポーツ
ニュースsports newssports news

市内支部対抗球技大会結果
　３月８日（日）市内支部対抗グラウンド・ゴルフ大会
が開催され、48支部が参加しました。
優　　勝　富竹新田２区
準 優 勝　敷島台区
第 ３ 位　双葉１Ａ区

第11回甲斐市長杯争奪
ソフトテニス大会参加者募集

主　　催　市ソフトテニス協会
日　　時　５月10日（日）
　　　　　午前８時受付 
　　　　　午前８時30分開会式
　　　　　※雨天の場合は一般・小学部５月 24日
　　　　　　（日）中学部５月30日（土）に延期（釜
　　　　　　無川スポーツ公園テニスコート・玉幡中
　　　　　　テニスコートのみ）
会　　場　西八幡テニスコート（開会式）、釜無川スポー
　　　　　ツ公園テニスコート、玉幡中テニスコート
種　　別　・男子・女子の部（共通）
　　　　　・小学生１部（５・６年生）
　　　　　・小学生２部（４年生以下）
　　　　　・中学生
　　　　　・一般１部（高校生含む）
　　　　　・一般２部（壮年）
対　　象　市内在住者およびクラブ登録者
参 加 料　小・中・高生：チーム200円
　　　　　一般：チーム1,000円
　　　　　※参加料については当日持参
表　　彰 　各種目とも１位～３位まで賞状、賞品
　　　　　（参加賞あり）
申込期日　５月５日（火）まで
■申し込み・問い合わせは…
　◎小学部…所属ジュニア部コーチへ
　◎中学部…各中学校顧問の先生へ
　◎高校・一般…市ソフトテニス協会競技部長 田中まで  
　　☎055（277）3289

第21回甲斐市民親善
グラウンド・ゴルフ大会参加者募集

主　　催　市グラウンド・ゴルフ協会
日　　時　６月６日（土）
　　　　　午前８時30分までに受付
　　　　　※小雨決行
　　　　　※予備日　６月17日（水）
会　　場　敷島総合公園多目的運動場
参加資格　市内在住者（中学生以上）
参 加 料　無料  
　　　　※用具の貸出あり
申込受付　５月29日（金）までに電話にて申込

春のテニス大会参加者募集
主　　催　市テニス協会
日　　時　５月24日（日）
　　　　　午前８時30分までに受付
　　　　　※雨天の場合は５月31日（日）に延期
会　　場　島上条公園テニスコート
参加資格　市内在住または在勤者で男女各２人を含む
　　　　　計４人以上で編成されているチーム
試合方法　チーム対抗戦（男子ダブルス・女子ダブル
　　　　　ス・ＭＩＸダブルス）
　　　　　※予選（リーグ戦）、決勝（トーナメント戦）
　　　　　　を実施予定
参 加 料　１チーム2,000円（当日持参）
　　　　　※中学生以下の編成チームは1,000円
　　　　　※個人参加も可能です
申込受付　５月21日（木）までに電話またはＦＡＸに
　　　　　て申込

太極拳初心者講習会
日　　程　5月13日・５月20日の水曜日【計２回】
　　　　　午前10時～正午
場　　所　敷島体育館トレーニングルーム
定　　員　20人
参 加 料　無料
持 ち 物　室内用運動靴、運動のできる服装
申込受付　５月12日（火）までに電話にて受付

春のテニス体験教室
日　　程　５月16日～６月13日の土曜日【全５回】
　　　　・小学生低学年初心者（１～３年生）
　　　　　午後６時～７時
　　　　・小学生高学年初心者（４～６年生）
　　　　　午後７時～８時
場　　所　竜王スポーツセンター

　　
対　　象　市内在住者
定　　員　各20人　計40人（先着順）
参 加 料　無料
持 ち 物・硬式用ラケット
　　　　・テニスシューズ
　　　　　※ラケットがない場合は事前に申し出て
　　　　　　ください
申込受付　５月７日（木）から電話にて受付

軽スポーツ教室
主　　催　市スポーツ推進委員協議会
日　　時　５月19日（火）
　　　　　午後７時30分～
場　　所　敷島体育館
種　　目　さいかつボール、シャッフルボードなど毎
　　　　　回４種目程度用意　
対　　象　市内在住者
参 加 料　無料
申込受付　当日受付

春のキッズテニス体験教室
日　　時　５月31日～６月14日の日曜日【全３回】 
　　　　　午前９時～10時
場　　所　竜王スポーツセンター
対　　象　市内在住の年中年長の園児
　　　　　※在園していない児童含む 
参 加 料　無料
定　　員　20人（先着順）
持 ち 物　テニスシューズ（内履の運動靴）・水筒
　　　　　※児童用ラケットは用意します。
申込受付　５月７日（木）から電話にて受付

バウンドテニス教室
日　　時　６月５日～26日の金曜日【全４回】
　　　　　午後８時～10時
場　　所　敷島体育館
対　　象　市内在住者
参 加 料　無料
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　体育館履き、タオル 
　　　　　※ラケット貸し出しあり
申込受付　６月３日（水）までに電話にて受付

ペタンク教室
日　　時　６月９日（火）・７月７日（火）
　　　　　午前９時～正午
　　　　　※雨天時は６月16日（火）・７月14日（火）
場　　所　釜無川スポーツ公園
対　　象　市内在住者
参 加 料　無料
申込受付　６月５日（金）までに電話にて受付
　　　　　※当日受付可

健康ボウリング教室
日　　時　①火曜午前コース
　　　　　　５月12日～６月９日の火曜日【全５回】
　　　　　②木曜午前コース
　　　　　　５月７日～６月４日の木曜日【全５回】
　　　　　※どちらも午前10時30分から
会　　場　ダイトースターレーン双葉
対　　象　ボウリングに興味のある初心者
定　　員　各コース20人（先着順）
参 加 料　５回分2,500円（ゲーム代、貸靴代、テキ    
　　　　　スト代含む）
申込受付　電話または会場にて受付
　　　　　◎ダイトースターレーン双葉　
　　　　　☎0551（28）3300

春のハイキング教室参加者募集
　家族や友達といっしょに自然と触れ合いながら、新
緑溢れる高原を散策します。
主　　催　春のハイキング教室実行委員会
日　　程　６月９日（火）※雨天決行
　　　　　敷島総合文化会館出発（午前６時30分）～
　　　　　上高地到着（午前10時）～ハイキング（約
　　　　　４時間半）～上高地出発（午後２時30分）
　　　　　敷島総合文化会館到着予定（午後６時）
場　　所　長野県上高地
対　　象　市内在住者　※中学生以下は保護者同伴
定　　員　130人
参 加 料　１人 4,000円（バス代など）６月３日（水）
　　　　　までにスポーツ振興課へ直接納入
申込受付　往復はがきに「春のハイキング教室申込」と
　　　　　記入の上、必ず参加希望者全員の氏名、住
　　　　　所、電話番号を明記し、次の申込先まで郵
　　　　　送してください。なお、応募多数の場合は
　　　　　５月22日（金）午前10時から竜王北部公
　　　　　民館にて公開抽選会を実施します。
申 込 先　〒400-0192　
　　　　　甲斐市篠原2610　スポーツ振興課
注意事項　・はがき１枚につき５人まで申し込み可
　　　　　・複数のはがきでの重複申し込み不可
　　　　　・当選ははがき単位となり、結果ははがき
　　　　　　で通知します。
　　　　　・抽選会は参加自由です。
申込期限　５月15日（金）必着
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ごみ減量化大作戦その７
　ごみ減量化の取り組みとして、資源ごみのリサイク
ルにご協力ください。
　資源ごみとは、「新聞、チラシ、雑誌、段ボール、紙
パック、ミックス紙、ペットボトル、白色トレイ、そ
の他プラスチック、スチール缶、アルミ缶、びん類」
などがあります。
　回収場所は、身近な回収場所として自治会などで
行っている有価物回収をご利用ください。回収日時
は、市のごみ収集カレンダーをご確認ください。
　日時の都合などにより有価物回収をご利用できな
い人は、各地区のリサイクルステーションをご利用く
ださい。ステーションの利用時間は、毎日午前７時か
ら午後７時までで、年末年始のみお休みです。

事業系ごみの処理について
　　会社や営業所、飲食店、店舗、旅館、ホテルなどの事
業活動によって生じる事業系のごみは、一般家庭用の
ごみ収集小屋に出すことはできません。
　事業者がごみを処理する場合は、事業者の責任にお
いて次のように適正に処理してください。
○産業廃棄物
　（燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、 廃プラなど
　政令で定められているもの）
　産業廃棄物収集運搬許可業者に収集を依頼する。
　許可業者は、協会などに相談してください。
　（社）山梨県産業廃棄物協会　　
　☎ 055（244）0755
○産業廃棄物以外の可燃・不燃ごみ
　分別して、地区ごとに次の処理場へ自己搬入する。
　・竜王地区
　　中巨摩地区広域事務組合清掃センター
　・敷島・双葉地区
　　峡北広域環境衛生センター
　または、市が許可した「事業系一般廃棄物収集運搬
　許可業者」に収集を依頼する。許可業者については、
　市ホームページをご覧ください。
　※ごみの減量化にもぜひご協力をお願いします。

市町村設置型合併浄化槽事業　
　下水道整備計画区域外の地域で、合併浄化槽を新設
する場合や、汲み取り式・単独浄化槽から合併浄化槽
へ切り替える場合を対象に、合併浄化槽市町村整備推
進事業を行っています。
　この事業は、市が主体となって合併浄化槽を設置
し、その後の維持管理（法定検査・保守点検・清掃・
修繕など）も市が行うため、面倒な手続きや管理の必
要がありません。合併浄化槽新設や合併浄化槽への
切り替えの際は、本事業の活用をご検討ください。
　なお、使用者には合併浄化槽設置に係る工事分担金
および合併浄化槽使用料を負担していただきます。
【事業対象区域】
・敷島地区
　天狗沢および牛句の一部・大久保・清川・睦沢・
　吉沢地区
・双葉地区
　米沢・笠石・菖蒲沢・新田　　
【合併浄化槽設置に係る工事分担金および合併浄化槽
使用料】
○５人槽
　工事分担金　83,700 円
　使用料　3,456 円（２か月分税込み）
○７人槽　
　工事分担金　104,300 円
　使用料　4,104 円（２か月分税込み）
○ 10人槽　
　工事分担金　137,500 円
　使用料　5,400 円（２か月分税込み）
　※年間計画により、設置基数に限りがありますので
　　申請時に確認をお願いします。　
　※申請件数および申請時期により、設置希望時期に合
　　わない場合がありますので、予めご了承願います。

液肥を無料で配布します
　市バイオマスセンターで生成した液肥を、次の期間
に無料で配布しますので、農地の管理や家庭菜園など
にぜひご活用ください。
日　　時　５月 13日（水）
　　　　　午後２時～４時
場　　所　市バイオマスセンター
　　　　　（玉幡中学校北側）
　　　　　※液肥を入れる容器（ペットボトル・20　
　　　　　　リットルポリタンク等）を持参願います。
　　　　　　不明な点があればご連絡ください。

せん定枝粉砕処理については、P18・19 の
カレンダーをご覧ください。

甲斐市環境審議会委員を募集します
　　環境保全対策に関する基本的事項の審議などを行うた
め、積極的に環境行政に参画いただける人を募集します。
内　　容　市長の諮問に応じ、環境保全対策等の事項
　　　　　について審議等を行う。
　　　　　※審議会は、平日の日中の会議を基本とし
　　　　　　て市役所において年３回程度を予定
募集人員　６人以内
　　　　　※公募以外の委員を含めた委員総数は20
　　　　　　人です。
任　　期　委嘱の日から２年間
応募資格　市内に居住または通勤、通学している 20
　　　　　歳以上の人。（議員、市の常勤職員は除く）
応募方法　各庁舎の窓口にある所定の申込書（市ホー
　　　　　ムページからもダウンロードできます）に
　　　　　必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸまたは持
　　　　　参のいずれかの方法で申し込みください。
応 募 先　環境課環境保全係または各支所地域課環
　　　　　境土木係
応募期間　５月１日（金）～ 22日（金）
選考方法　応募いただいた人の中から書類審査によっ
　　　　　て選考します。
選考結果　結果については本人あてに通知します。
そ の 他　委員には、会議に出席した日数に応じて、
　　　　　規定の報酬額（日額 3,000 円）をお支払い
　　　　　します。

　　

■問い合わせは…
環境課（本館１階）         　　　 ☎ 055（278）1706
敷島支所地域課（敷島庁舎）　　 ☎ 055（277）3113
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） ☎ 0551（20）3651

○交付対象設備
・太陽光発電システム（太陽電池モジュールの最
　大出力が１kW以上のもので、発電による電気
　が当該住宅において消費され、余剰電力を売電
　するもの）
・太陽熱利用システム（太陽熱温水器やソーラー
　システムなどで集熱面積が２㎡以上のもの）　
○交付対象
・市内に住所がある個人
・自らが居住するか居住しようとする住宅に太陽エ
　ネルギー利用設備（未使用品に限る）を設置した人
※市税に未納がある世帯は対象となりません

　自然の力で夏の暑さを和らげる「緑のカー
テン」。講師により苗の植え付けやネットの張
り方など、実際の作業の様子を通じて、わか
りやすく説明します。また、講座に参加され
た人の中から、抽選でプランターや支柱、ネッ
トなどの「緑のカーテンセット」を差しあげま
す。（当選者はモニターとなり、取り組み状況
を報告していただきます。）なお、参加者全員
にゴーヤの苗をプレゼントします。
日　　時　５月 23日（土）　
　　　　　午前９時 30分～正午
場　　所　市役所竜王庁舎　正面玄関前　
定　　員　50人（先着順）
講　　師　佐藤　悦子さん※P16に関連記事
　　　　　（やまなしエコティーチャー）
申込受付　５月７日（木）から電話にて受付
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　※土・日曜日を除く

緑のカーテンづくり講座

住宅用太陽エネルギー利用設備の設置を支援します

○奨励金の額
・太陽光発電システム　５万円（定額）
・太陽熱利用システム　３万円（定額）
○申請方法
　太陽エネルギー利用設備を設置後、３か月以内
　に申請書類を提出してください。提出書類など
　の詳細は、市ホームページをご覧ください。　
○注意事項
　申請は、同一世帯に対して１回限りとなります。
　太陽熱利用システムについては、農協または甲
　斐市商工会会員である業者が施工したもののみ
　奨励金の対象となります。

　市では、自然エネルギーの有効利用を促進するため、個人住宅への太陽エネルギー利用設備導入支援
として、平成27年度も引き続き補助を行います。※本年度末をもって終了予定です。
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☆朗読処「おきらく亭」
　朗読で、聞いて楽しむ本の世界に
どうぞお越しください。
日時　５月21日（木）
　　　午後１時30分～
場所　竜王図書館会議室
メニュー　『陰陽師 螢火ノ巻』より「仰ぎ
　　　中納言」夢枕獏著など
板前　ねの会
助っ人板前　もみの木

☆ふうせん劇場スペシャル！
　～春のおはなし会～
　本が大好きになる楽しいおはなしが
いっぱいです。
対象　幼児・小学生
日時　５月９日（土）午後２時～
　　　（午後１時 45分開場）
場所　双葉ふれあい文化館視聴覚室
内容　大型絵本、パネルシアター、
　　　手遊びなど
出演　ピッピの会・ころころ

☆「ライライくんの
　　　　　　 おはなし劇場」
対象　幼児・小学生
日時　５月24日（日）午後２時～
          （午後１時 45分開場）
場所　敷島総合文化会館視聴覚ホール
内容　大型絵本、パネルシアター、
　　　大型紙芝居など
出演　ライライの会

☆新着本の案内
　市ホームページでは、毎週入荷

する図書館新着本をお知らせして
います。また毎月、司書が選ぶ新
着本ブックレビューを更新し、さ
まざまなジャンルをご紹介します。
　新着資料をメールでお知らせす
るサービスも提供しています。ぜ
ひ新たな本との出会いに、図書館
情報をご活用ください。

図書館URL
http://www.city.kai.yamanashi.
　　　 jp/bunya/library/

おすすめの本

魚やはまぐりのスマー
トな食べ方、専門店に
聞いたおいしく食べる
た め の ポ イ ン ト な ど、
すぐに実践したくなる
テクニックがたくさん
載っています。

「おおきくなりたいの」
　マーガリータ・エングル／文　デイヴィッド・
ウォーカー／絵　福本友美子／訳
岩崎書店　2014年

図書館
へ行こう

Let’s Go to the Library

■  竜王図書館…☎055(278)0811
■  敷島図書館…☎055(277)9955
■  双葉図書館…☎0551(20)3669

一般書

児童書

５月のイベント

「図解　知ってるようで知らな
い食べ方の常識」
　にっぽん食べ方研究会／編　実業之日本社
　2013年

会場 イベント名 開催日 時間 対象

竜王図書館

こぐまちゃんのおへや 14 日（木）
28 日（木）

午前 10 時 15 分～ ５か月児～
午前 11 時～ 1 歳６か月児～

しろくまちゃんのおへや 9 日（土）
23 日（土） 午前 10 時 30 分～ 幼児・小学生

キッズぷらねっと 2 日（土）
16 日（土）午後２時～ 小学生

敷島図書館

らいおんちゃんのゆりかご
 7 日（木）
21 日（木）

午前 10 時 30 分～ ５か月児～

らいおんちゃんのへや 午前 11 時～ 1 歳６か月児～

らいおんちゃんのおうち  2 日（土）
16 日（土）午後２時～ 幼児・小学生

双葉図書館
おはなしのとびら 14 日（木）

午前 11 時～
乳幼児

ふうせん劇場 23 日（土） 幼児・小学生

竜王図書館 
　視 聴 覚 室 上映会『君に届け』 10 日（日）

午後２時～

一般
（先着 182 人）

敷島総合文化会
館視聴覚ホール 

上映会
『おまえうまそうだな』 6 日（水） 幼児～

（先着 70 人）
 双葉ふれあい
 文化館視聴覚室 上映会『トムとジェリー』 5 日（火） 幼児～

（先着 50 人）

「きりんみたいにせいた
かのっぽに、ごりらみ
たいにでっかくなれま
すように」とちいさなう
さぎは、おねがいしま
す。成長の喜びが感じ
られる絵本です。

蔵書点検に伴う休館日のお知らせ
　双葉図書館　6月１日（月）～７日（日）
開館時間
●平日：午前 10時～午後７時　　●土・日・祝日：午前９時～午後５時
５月のおやすみ　P18・P19 のカレンダーをご覧ください。

　
　
　竜王図書館で「知的書評合戦ビブリオバトル in 甲斐」が開催されまし
た。４人のバトラー（発表者）が、それぞれのおすすめする本を熱く語
り、発表を聞いた参加者は、一番読
みたくなった本に投票するイベント
です。
　投票の結果、初回チャンプ本は、
今野敏著「任侠学園」に決定し、受
賞者には商品としてやはたいぬグッ
ズが授与されました。また、参加者
は、新たな本に出会う機会となった
ようでした。

図書館トピックス
 ビブリオバトル in 甲斐 ビブリオバトル in 甲斐29３
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っ
て
い
ま
す
」。
元
来
、
物
を
大
切
に
す
る
精
神

は
昔
か
ら
の
日
本
の
美
徳
だ
っ
た
は
ず
。
海
外
を
視

察
す
る
こ
と
で
失
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
大
き
さ
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
及
活
動
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
佐
藤
さ
ん
は
、

活
動
の
幅
を
広
げ
精
力
的
に
取
り
組
む
中
で
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
と
出
会
い
ま
し
た
。「
初
め
て
見
た
の
は
東

京
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
し
た
。
こ
ん
な
都
会
の
真
ん
中

で
で
き
る
の
な
ら
、
山
梨
で
は
も
っ
と
素
晴
ら
し
い

も
の
が
で
き
る
」と
強
く
確
信
し
、
普
及
を
目
指
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。「
室
温
が
３
〜
５
℃
は
涼
し
く
な

り
ま
す
。
適
し
た
作
物
は
ヘ
チ
マ
、
ア
サ
ガ
オ
、
ブ

ド
ウ
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、や
は
り
一
押
し
は
ゴ
ー

ヤ
で
す
。
実
は
も
ち
ろ
ん
葉
か
ら
種
ま
で
調
理
次
第

で
全
部
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
自
分
で
作
っ
て

自
分
で
食
べ
る『
自
産
自
消
』の
ス
タ
ー
ト
に
も
ピ
ッ

タ
リ
で
す
」

　

こ
れ
ま
で
長
い
間
、
環
境
活
動
に
尽
力
し
て
き
た

佐
藤
さ
ん
。
環
境
問
題
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ち
ょ
っ
と
の
心
掛
け
が
大
切
と
私
た
ち
に
訴
え
ま
す
。

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
と
努
力
で

ご
み
を
減
ら
し
、
分
別
・
再
利
用
を
す
る
生
活
を
心

掛
け
れ
ば
、
環
境
も
良
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

　
「
変
え
て
い
こ
う
、み
ん
な
の
力
で
」。甲
斐
市
の「
こ

れ
か
ら
」を
考
え
る
、
佐
藤
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

佐
藤 

悦
子

ゴ
ー
ヤ
で
始
め
る「
自
産
自
消
」

西八幡在住。昭和57年に夫の
転勤に伴い埼玉県から転入し、
以来33年間にわたり環境問題
に取り組んできた。「何でも経
験」との信条から、実践に根ざ
した活動をしている。また、年
金生活について執筆した論文が
高く評価され、日本銀行から金
融広報アドバイザーを任されて
いる。５月23日（土）に市が
行う「緑のカーテン講座」（14
ページ参照）では講師を務める
予定。

エ
コ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

さ
ん

⑲
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収
集

　
午

前
9：0

0
　

敷
島

庁
舎

●
梅

の
里

ふ
れ

あ
い

ま
つ

り
　

午
前

1
0：0
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６
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湯
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４：0

0
　

　
　

　
　

竜
王

北
部

公
民

館
●

行
政

相
談

　
午

後
１：3

0
～
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双
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第
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了

）
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車
場
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２：0
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沢

支
所
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館
日
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島・双
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館
日

●
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部
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れ
あ

い
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会
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目
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前
9：0

0
 

竜
王

北
部

公
民

館
●

ラ
イ

ラ
イ

く
ん

の
お

は
な

し
劇

場
　

対
象

 幼
児・小

学
生

　
午

後
2：0

0
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島
総
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文

化
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館
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日
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斐
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チ
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ジ
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2
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０
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午
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双
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&
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プ
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ル
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ク
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放
●

市
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相
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午

後
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0
～

４：0
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 双
葉

庁
舎

★
1

1
か

月
児

健
診

　（
竜

王
地

区
）

●
休

館
日

●
市

民
相

談
　

午
後

１：3
0

～
４：0

0
　

　
敷

島
総

合
文

化
会

館
●

家
庭

児
童

相
談

室
定

例
相

談
　

午
後

1：3
0

～
3：3

0
　

　
新

館
相

談
室

★
2

歳
児

健
診

　（
竜

王
地

区
）

歩
歩

振
替
休
日

憲
法
記
念
日

竜
図

K

●
支

部
対

抗
球

技
大

会
　

午
前

7：3
0

　
双

葉
ス

ポ
ー

ツ
公

園
他

　

敷
図

双
図

公
図

公
総

●
休

館
日

●
上

映
会「

お
ま

え
う

ま
そ

う
だ

な
」

　
午

後
2：0

0
 

　
対

象
 幼

児
～（

先
着

7
0

人
）

　
敷

島
総

合
文

化
会

館 竜
図

双
図

公
図

歩

●
双

葉
B

&
G

プ
ー

ル
無

料
開

放
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5121926

6132027

7142128

18152229

29162330

31

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

日
M
onday

月
T
uesday

火
T
hursday

木
Friday

金
Saturday

土
W
ednesday

水

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

先
負

仏
滅

先
勝

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

赤
口

先
勝

友
引

先
負

仏
滅

大
安

…
…

双
葉

ふ
れ

あ
い

文
化

館

…
…

K
ai・遊・パ

ー
ク

…
…

歩
行

浴
プ

ー
ル・軽

運
動

室

　
   （

敷
島

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

内
）

…
…

志
麻

の
湯

…
…

百
楽

泉

…
…

か
ま

な
し

の
湯

…
…

農
の

駅

…
…

公
民

館

…
…

敷
島

総
合

文
化

会
館

 
…

図
書

館

 
…

公
民

館
図

書
室

竜
図

敷
図

双
図

公
図

凡
 例

《
見
や
す
い
所
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
》

志百釜

農公総

ふK歩

◎
竜

王
庁

舎
　

☎
055（

276）2111
[代

表
]

◎
敷

島
庁

舎
　

☎
055（

277）3111
[代

表
]

◎
双

葉
庁

舎
　

☎
0551（

28）2211
[代

表
]

竜
図

竜
図

釜
百

農
竜

図

百
農

敷
図

双
図

公
図

公
総

歩
志

ふ
K

敷
図

歩

農

◆
市

民
相

談（
市

行
政

に
関

す
る

苦
情・意

見
、消

費
者

相
談

や
悩

み
ご

と
な

ど
）や

行
政

相
談（

国
や

公
庫

、公
団

、事
業

団
な

ど
の

仕
事

に
関

す
る

相
談・苦

情・要
望

な
ど

）を
無

料
で

行
っ

て
い

ま
す

の
で

、相
談

日
当

日
　

直
接

会
場

へ
お

越
し

く
だ

さ
い

。　
■
問
い
合
わ
せ
は・・・市

民
活

動
支

援
課（

本
館

1
階
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5
5（

2
7

8
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7
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4

竜
図

敷
図

双
図

公
図

公
総

歩
K

ふ
志

…
…

双
葉

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ
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プ

ー
ル

）
双

Ｂ

双
Ｂ

双
Ｂ

敷
図

双
図

公
図

公
総

歩
K

ふ
志

双
Ｂ

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

釜

百
農

双
Ｂ

釜
敷

図
双
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公
図

竜
図

開
館

時
間

　
午

前
1

0
時

～
正
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午

前
の

部
） 

　
　

　
　

　
午

後
１

時
～

５
時

　（
午

後
の

部
）  

　
　

　
　

　
午

後
６

時
～

９
時

　（
夜

間
の

部
） 

４
日（

月
）・27日（

水
）チ

ャ
レ

ン
ジ

デ
ー

は
無

料
開

放
し

ま
す

ふ

還
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金
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欺
に

ご
注

意
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0
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5
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1
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○
K
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パ
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■
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い
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わ
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は・・・ス
ポ
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振
興
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新

館
２

階
）　

☎
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5
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2
7
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6
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共
通

注
意

事
項

・ 入
泳

す
る

際
に

は
、ス

イ
ミ

ン
グ

キ
ャ

ッ
プ

の
着

用
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
・ 幼

児
お

よ
び

夜
間

の
小

中
学

生
の

利
用

は
、必

ず
保

護
者

同
伴

で
お

願
い

し
ま

す
。

・ プ
ー

ル
の

水
深

に
よ

っ
て

身
長

制
限

を
設

け
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い
ま
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。

休
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K
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は
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・
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午
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１
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８
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3
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分
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で
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受
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付
け
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れ
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、

市
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の
6

5
歳

以
上

の
人

と
市

内
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住
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障
が

い
者

の
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な
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ん
に

施
設

を
無

料
開

放
い

た
し
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す

。
ま

た
、

介
助

が
必

要
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障
が

い
者

の
場

合
は

、
介

助
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お
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ま
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無

料
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す
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で
、

ど
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ぞ
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利
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く
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＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
Ｋ
ａ
ｉ・
遊
・
パ
ー
ク
情
報

Ｂ
＆
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　玉幡中学校体育館で市消防団入退団式が行われ48人が新
たに入団しました。入団者には、花輪団長から任命書が交付
され、「安全・安心を守る仲間として、一緒に活動できること
を、うれしく思います」と歓
迎の言葉が伝えられました。
　また、退団した団員には解
任書が交付され、その中でも
特に長い間、活動に尽力した
団員には感謝状と記念品が贈
られました。

市消防団入退団式 ４  ５ 日

　岩森地区の光照寺で薬師堂祭典が開催され多くの人でにぎ
わいました。これは薬師堂が国の重要文化財に指定されたこ
とを記念して始められたもので、「お薬師さん」の名で古くか

ら親しまれています。
　また大久保地区の子神社で
は、市の無形民俗文化財であ
る神楽が披露され、地域住民
が見守る中、神に扮した踊り
手が、笛と太鼓に合わせて神
楽を舞い、祈願を行いました。

春の祭典４  ５ 日

　甲府盆地に春の訪れを告げる『おみゆきさん』が三
社神社・信玄堤公園周辺で開催されました。
　女装した担ぎ手の美しさを競う「木花開耶姫（この
はなさくやひめ）化粧コンテスト」では、レベルの高
い艶やかな姿に会場は大きな拍手に包まれました。
　当日は、時折激しい雨や強い風が吹く空模様でし
たが、神事「川除祭」のほか、竜王みゆき連による「み
ゆきソコダイ踊り」や神輿の渡御などが行われ、訪れ
たたくさんの人でにぎわいました。

おみゆきさん４ 15 水

の話題 できごま
市の花「さくら」記念植樹

　敷島中学校１年生160人と双葉中学校１年生140人が協
力して桜の植樹をしました。植樹には、「桜の花を守る人」の
募集による、20人ほどのボランティアも参加しました。

　「日本さくらの会」から寄贈
された、「小彼岸」「富士桜」「陽
光」「思川」の４種類の桜の苗
木をそれぞれ50本ずつ、計
200本を茅ヶ岳東部広域農
道の菖蒲沢から牛句の間約３
キロに渡り植樹しました。

入園・入学式
　市内の保育園、幼稚園、小中学校で入園 ･入学式が行われ
ました。入園式では、いつもと違う雰囲気に戸惑ったのか、

泣きだす園児もいましたが、
年長児から『歓迎のうた』がプ
レゼントされると、真剣な表
情で聞き入っていました。
　小学校では、新入生が担任
の先生に連れられて入場。式
の最後には防犯ブザーと黄色
い帽子が贈られました。　

　第44回信玄公祭り甲州軍団出陣に『内藤修理亮昌
秀隊』として「甲斐市議会」と「甲斐市商工会」が参加し
ました。山縣神社や双葉庁舎など市内で出陣式を行っ
た後、塩崎駅から電車に乗って甲府まで移動し、朱
色の甲冑姿で乗客を驚かせていました。（表紙）
　また、今年の湖衣姫役には甲斐市出身の前村里菜
さんが選ばれ、美しい姿で会場を魅了したほか、平
和通りで行われた甲州軍団出陣では信玄太鼓も披露
され、祭りを盛り上げていました。

信玄公祭り ４  ４ 土

３  18 水

４月

双葉西保育園玉幡小学校

の話題 できごま
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●平成27年度総合健診（特定健診含む）が始ま
　ります　
　詳細は、次の日程で各世帯に発送された「健診受診
者及び総合健診申込書」の案内をご覧ください。

竜王①：竜王１区～４区、富竹新田１区～４区、
　　　　竜王新町１区～７区、竜王仲町区、名取区、
　　　　上篠原区、古村区、新居区、仲新居区
竜王②：上記地区以外
※４月までに各世帯に「健診受診調査及び総合健診申
　込書」を送付しました。総合健診（特定健診含む）の
　申し込みをした人には、健診セットを上記日程で
　送付します。申し込みをした人で健診セットの発
　送時期になっても届かない人は、健康増進課まで
　お問い合わせください。
※子宮がん検診の申し込みのあった人には、同時期
　に別送で「子宮がん検診受診票」を送付します。た
　だし、後期対象者の子宮がん検診受診票について
　は、前期の日程で地区ごとに送付します。
※転入者で申し込みをしておらず、受診希望のある
　人は、健康増進課まで問い合わせください。
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所地域課

●人間ドック受診申し込み
申込期間　11月30日まで
対 象 者　40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
受診期間　申請後、「人間ドック受診券」の発行を受け
　　　　　てから平成28 年１月31日まで
申込方法　 指定医療機関から希望する医療機関を選

び、申請してください。その場で受診券を
発行します。（総合健診申込書とは別に申

請が必要です。）受診券発行後、ご本人か
ら医療機関へ予約をしていただきます。

持 ち 物　 健康保険証、印鑑、社会保険扶養の人は保
険者から発行される特定健診受診券（交付
方法などは、加入医療保険者に問い合わせ
ください。）

補 助 金　 年齢・検査項目により金額を補助します。
※予約状況により受け入れできなくなった医療機関
　は、その時点で申請期間中でも受付を終了します
　ので、早めの申請をお願いします。

指定医療機関
●山梨病院健康管理センター　●甲府共立病院総合
健診センター　●甲府市医師会健康管理センター　
●山梨県厚生連健康管理センター　●竜王リハビリ
テーション病院　●竜王共立診療所　●赤坂台病院
●双葉クリニック　●石和温泉病院クアハウス石和 
●甲府城南病院　●医療法人康麗会笛吹中央病院
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所地域課

●高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
　肺炎球菌は肺炎、気管支炎、副鼻腔炎、中耳炎、髄膜
炎などを引き起こす細菌の一つであり、特に高齢者の
肺炎の約半数は、肺炎球菌が原因とされています。
　肺炎球菌ワクチンは、肺炎のすべてを予防できるワ
クチンではありませんが、接種することによって予防
効果が期待されます。
　対象者①には案内通知を発送しましたので、詳細は
通知にてご確認ください。

健康　 保健健康　 保健
だより

Healthy Life
＆

Health Care

■健康増進課（本館1階） ☎ 055（278）1694
■敷島支所地域課（敷島庁舎） ☎ 055（277）3113
■双葉支所地域課（双葉庁舎1階） ☎ 0551（20）3651
■長寿推進課（新館１階） ☎ 055（278）1693
■敷島保健福祉センター（月曜休館） ☎ 055（277）7311
■市社会福祉協議会敷島本所 ☎ 055（277）1122

問
い
合
わ
せ
一
覧

内容・区分 40～74歳の人 75歳以上（健診
受診日の年齢）の人

①　 基本健診 ( 特定健診含む ) の
み受けた場合 22,000円 30,000円

②　 ①に加え前立腺がん検査を受
けた場合 23,000円 31,000円

③　 ①に加え子宮がん検査または
乳がん検査（マンモグラフィー
検査）どちらかを受けた場合

24,000円 32,000円

④　 ①に加え子宮がん検査と乳が
ん検査（マンモグラフィー検
査）の両方を受けた場合

25,000円 33,000円

● 甲斐市国民健康保険に加入している人は、さらに特定健診分とし
て国保からの補助があります。
● 甲斐市国民健康保険以外の保険に加入している人は、各保険者に
より補助金額が異なります。（詳細は加入されてる保険者にお問
い合わせください。）
● 自己負担金は実際に検査にかかった金額から、市の補助金と保険
者の補助金を差し引いた分の金額になります。

申込対象者 地区
「健診受診調査及び
総合健診申込書」
送付時期

健診セット
発送時期 総合健診時期

前
期

●国民健康
　保険の人
●社会保険扶
　養家族で
　20～ 39　
　歳の人
●後期高齢者
　保険の人

双葉地区

発送済み

４月下旬 ５月～６月

敷島地区 ５月下旬 ６月～７月

竜王地区① ６月下旬 ７月～８月

竜王地区② ７月上旬 ８月～９月

後
期

 ●社会保険　 
   扶養家族で
　40～74　   
   歳の人

前期と同時期に送付
（地区ごと） ９月下旬 10月～11月

対　　象　①平成27年度に65歳、70歳、75歳、
　　　　　　80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100
　　　　　　歳となる人。（平成28年 3月 31日ま
　　　　　　でに接種してください。）
　　　　　②60歳～64歳の人であって、心臓、腎
　　　　　　臓もしくは呼吸器の機能または、ヒト免
　　　　　　疫不全ウイルスによる免疫の機能に障
　　　　　　がいを有する人。
※今までに高齢者肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライ
　ド）を接種したことがある人は、助成対象外です。
接 種 料　接種費用から助成額（接種費用の３分２、
　　　　　上限5,000円）を差し引いた金額を自己
　　　　　負担
※生活保護世帯の人は、費用の全額を助成します。（事
　前の申請が必要です。）
持 ち 物　 保険証、予診票、接種料金
※今まで実施してきました65歳以上の一部助成に

　ついては、平成27年3月31日で終了しました。
■申し込み・問い合わせは…健康増進課

●運動プログラム作成
　敷島保健福祉センター内軽運動室を利用して、楽し
く運動づくりを始めてみませんか。受講料は無料で
すが、施設利用料として１回につき200円が必要で
す。（68歳以上の人は１回につき150円）
　また、健康運動指導士による運動プログラムの作成
と安全で適切な運動器具等の使い方を指導します。
日　　時 ５月8日、15日、22日、29日の毎週金
　　　　　曜日 
　　　　　午後３時～４時
申込方法  予約制のため希望者はご連絡ください。
■申し込み・問い合わせは…
　敷島保健福祉センター

こ う  れ い  　 し ゃ

齢者齢者
高齢者から高齢者から高齢者から

こ う  れ い  　 し ゃ

幸幸齢者齢者
高齢者から高齢者から高齢者から

こ う  れ い  　 し ゃ

幸幸齢者齢者

高齢者から高齢者から高齢者から

筋力アップ教室 （平成２７年度第１期）

※１人が複数の教室に参加することはできません。また、
　曜日の指定はできません。
※一部の地域で対象地区の開催場所と異なる場合があ
　ります。
実施回数　各クラス　週１回（全12回）
対　　象　①市内に住所があり、介護認定を受けて          
　　　　　いない 65歳以上の人（平成 27年度中
　　　　　に 65歳になる人は参加可能）
　　　　②主治医からの運動制限がなく、自己責

　　　　　任での教室参加が可能な人
定　　員　各クラス　定員８人（※申込多数の場合
　　　　　は抽選となります。）
送　　迎　各クラス　定員６人（運転できない人、免
　　　　　許証を持っていない人を優先。ご自身で
　　　　　乗降可能な人）

申込方法　はがきに、①郵便番号、②住所、③氏名（ふ
　　　　　りがな）、④性別、⑤生年月日、⑥年齢、⑦
　　　　　電話番号、⑧送迎希望の有無を記入のう
　　　　　え、長寿推進課まで郵送してください。
申 込 先　〒400-0192　甲斐市篠原2610　長
　　　　　寿推進課「筋力アップ教室」係
　　　　　※電話での申込受付はできません。また、
　　　　　参加の可否・送迎の時間については後日
　　　　　連絡します。
申込締切  ５月13日（水）まで（当日消印有効）
参 加 料   1,500円（全12回分）、送迎希望される
　　　　　人は別途 500円（全12回分）かかりま
　　　　　す。
　　　　　※平成27年度からは自己負担金を徴収
　　　　　　します。
　　　　　※参加料は初日、受け付けの際に納めて
　　　　　　いただきます。納入後は返金できませ
　　　　　　んのでご了承ください。
持 ち 物　室内用運動靴、タオル類
■問い合わせは…
　長寿推進課

　高齢者を対象に、トレーニングマシンを利用し、筋力アップを目的とした教室を開催します。

●竜王地区
日　程　６～９月までの毎週火曜日、水曜日、　
　　　　木曜日、金曜日の午前 ･午後
場　所　ニチイケアセンター甲斐

●敷島・双葉地区
●日　程　６～９月までの毎週月曜日、水曜日、
　　　　　金曜日の午後
　場　所　恵信りほくケアセンター
●日　程　６～９月までの毎週火曜日の午前、　
　　　　　毎週木曜日の午前 ･午後
　場　所　デイサービスセンター福福
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母子健康手帳の発行
日時　午前８時 30分
　　　～午後５時 15分（平日のみ）
場所　健康増進課、 敷島・双葉支　
　　　所地域課
持ち物　印鑑
※妊娠中の心配事がありましたら
　ご相談ください。
■問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所地域課

マタニティクラス・ママパパクラス
開催場所　敷島保健福祉センター
◆マタニティクラス
 「第 4課　お産について」
日時　５月 25日（月） 
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の７か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳
 「第１課　妊娠中の生活・妊娠体操」
日時　６月１日（月） 
　　　午前９時 30分～正午
対象　市内在住の５か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　運動できる服装
◆ママパパクラス
日時　５月 12日（火）
　　　午後７時～９時
対象　市内在住の７か月過ぎの妊
　　　婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
　　 　  （ない人は当日配布します）
※それぞれ申し込みが必要となり
　ますので、開催日の４日前までに
　ご連絡ください。
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所地域課

 
 竜王子育てひろば
◆「ドラひろば」
日程　毎週金曜日
　　　午前 10時 30分～11時
◆パパDOひろば 「ベビーマッサージ」
日時　５月 16日（土）

　　　午前10時 30分～11時 30分
対象　０歳10か月までの親子
定員　10 組（完全予約制）
持ち物　バスタオル、飲み物
■申し込み・問い合わせは…
　竜王子育てひろば

 敷島子育てひろば
◆「ぽけっとひろば」
日程　１歳６か月までの親子は火・
　　　水曜日、１歳６か月～２歳
　　　代は金曜日
　　　午前10時 30分～10時 50分
◆「親子リトミック」
日時　５月 15日（金）
　　　午前 10時 30分～ 11時
◆子育て相談
　保育園・児童館の情報提供、育児
相談を行っています。
（日・月曜日、祝日休館）
 子育て相談専用電話　
　☎055（277）1260
■問い合わせは…
　敷島子育てひろば

 離乳食（前期・後期）教室
◆前期対象
日時　５月 25日（月） 午後２時～   
         ３時 30 分（受付１時 45分）
場所　竜王保健福祉センター
対象　平成 26年 11月生まれ
◆後期対象
日時　６月８日（月）午後２時～   
         ３時 30 分（受付１時 45分）
場所　竜王保健福祉センター
対象　平成 26年９月生まれ
※申し込みが必要となりますので、
　１週間前までにご連絡ください。
※４か月健診に配布した「３～ 11
　か月児のしおり」を使用します。
■申し込み・問い合わせは…
　健康増進課、敷島・双葉支所地域課
 
 子育てサロン“クローバー”
　親子の交流や情報交換を兼ね、楽
しいひとときを過ごしませんか。
日時　５月 20日（水） 
　　　午前 10時～正午
場所　敷島保健福祉センター
内容　歌と手遊び・手形、足形をと

ろう
対象　未就園児と保護者
定員　20組（定員になり次第締切）

参加料　無料
申込方法　５月７日（木）から受付
■申し込み・問い合わせは…
　市社会福祉協議会敷島本所

 子育て支援センター「ヤンチャリカ」 
　参加無料、未就園児と保護者が対
象です。
「あそびパーク・ヨーイドン！」
日時　５月 27日（水） 
　　　午前 10時～ 11時 30分
場所　働く婦人の家（万才761）
定員　40組（完全予約制）
申込方法　５月７日（木）
　 午前９時 30分から電話受付
　（定員になり次第締切）
①「リズムでのりのり！踊ろうよ」
日時　５月 13日（水）　
　　　午前10時 30分～11時 30分
②「フープでケンケンパ」
日時　５月21日（木） 　
　　　午前10時 30分～11時 30分
①・②共通
持ち物　飲み物・帽子　
集合場所　ドラゴンパーク管理棟
申込方法　当日、集合場所にて
■申し込み・問い合わせは…
　光保育園（下今井 2374 － 1）
　☎0551（28）1566

 子育て支援センター「こあら」 
　４月から新規開設、参加無料です。
日程　月～金曜日
場所　竜王西保育園
対象　未就園児と保護者
「リトミックあそび！」
日時　５月 25日（月）
　　　午前10時 30分～11時 30分
講師　櫻林優美子先生
■申し込み・問い合わせは…
　竜王西保育園

 子育てしゃべり場
　甲斐市３地区民会議後援による未
就学児の保護者を対象とした座談会
形式のカウンセリングです。
日時　５月 22日（金） 
　　　午前 10時～
場所　敷島総合文化会館
※事前申し込みが必要です。
■申し込み・問い合わせは…
　敷島地区教育相談電話
　☎055（277）1400

すくすく
　   子育て
すくすく
　   子育て

information

マタニティー

子育て

問
い
合
わ
せ
先
一
覧

■健康増進課（本館１階）  　                ☎055（278）1694
■子育て支援課（新館１階）      ☎055（278）1692
■敷島支所地域課（敷島庁舎）      ☎055（277）3113
■双葉支所地域課（双葉庁舎１階）      ☎0551（20）3651
■市社会福祉協議会敷島本所       ☎055（277）1122
■竜王子育てひろば（竜王東児童センター2階）   ☎055（278）１１２0
■敷島子育てひろば（旧敷島庁舎跡地） 　  ☎055（277）1762
■竜王西保育園（竜王1671）       ☎055（276）5741

● 予防接種（当日は、必ず保護者同伴で接種を行ってください）

保健
● 乳幼児健診（日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します）

対象 予防接種の種類 特記事項 実施場所 持ち物 接種料金

乳幼児

ＢＣＧ、ヒブ、小児用肺
炎球菌、３種（２種）４種
混合、麻しん風しん混合
第1期、日本脳炎、ポリオ、
水痘

日本脳炎予防接種に係る特例
※平成 7年４月２日から平成 19 年４月1日
までの間に生まれた人で積極的勧奨の差
し控えにより第 1・2 期の予防接種が終了
していない人は 20 歳になるまでの間に接
種することができます。

子宮頸がん予防接種について
※ワクチンの因果関係が否定できない痛
み等が接種後に見られたことから、当面
の間、接種の積極的なお勧めを差し控え
ています。接種を希望する場合は、ワク
チンの有効性やリスクを理解したうえで受
けてください。

指定医療機関
※指定医療機関以
外の主治医のもと
で接種を希望され
る場合は、お問い
合わせください。

※予防接種の種類
によっては、接種
を行わない医療機
関があります。あ
らかじめご確認を
お願いします。

母子健康
手帳
保険証
予診票

無料
※決められた年
齢以外での接種
や、接種間隔が
不適切な場合は、
自己負担となり
ますので注意しま
しょう。

年長児 麻しん風しん混合第 2 期

9 歳以上
13 歳未満 日本脳炎第 2 期

11歳以上
13 歳未満 2 種混合

小学 6年生～
高校1年生相
当年齢の女子

子宮頸がん

内容 実施月日 受付時間 対象地区 実施場所 持ち物

４か月児健診
【H27.1月生】

5月 26 日（火）

  午後１時 10 分～
  　　１時 30 分

 ※午前中の受け付
　 けは致しません

敷島・双葉 敷島保健福祉センター 母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑5月 28 日（木） 竜王 竜王保健福祉センター

１１か月児健診
【H26.5月生】

5月15日（金） 敷島・双葉 敷島保健福祉センター

母子健康手帳、バスタ
オル、保険証、印鑑、
送付の問診票、普段使
用している歯ブラシ

5月 27日（水） 竜王 竜王保健福祉センター
１歳６か月児健診
【H25.10 月生】

5月  8 日（金） 敷島・双葉 敷島保健福祉センター
5月14日（木） 竜王 竜王保健福祉センター

２歳児健診
【H25.1月生】

5月13 日（水） 敷島・双葉 双葉保健福祉センター
5月 20日（水） 竜王 竜王保健福祉センター

３歳児健診
【H23.11月生】

5月12日（火） 竜王・敷島 敷島保健福祉センター
5月19 日（火） 竜王・双葉 双葉保健福祉センター

３歳児視聴覚・尿検査
　再検査日

5月12 日（火） 午後３時 30 分～
   ４時 30 分

敷島保健福祉センター 母子健康手帳、健診時
に配布した再検査用紙5月19 日（火） 双葉保健福祉センター

指定医療機関 電話番号
大沢医院 055（２７７）１０２０
大房整形外科眼科医院 055（230）9200
桜こどもクリニック 055（２６７）０５０５
中島医院 0551（２８）２１８１
双葉クリニック 0551（２８）６７８９
響が丘整形外科 0551（３０）８１００
ふたば内科消化器科医院 0551（２８）８２２７

指定医療機関 電話番号
林野医院 055（２７６）２８１６
竜王リハビリテーション病院 055（２７６）１１５５
清水内科循環器科 055（２７９）３３６６
中沢クリニック 055（２７６）８１１１
杉田小児科医院 055（２７9）2088
芦沢内科小児科医院 055（２７９）３３５５
竜王レディースクリニック 055（２７９）４１３２
竜王ペイン（痛み）クリニック 055（２９８）６６６６

指定医療機関 電話番号
芦沢整形外科医院 055（２７６）８５６６
保坂メディカルクリニック 055（２３０）６５５0
三枝病院 055（２７９）０２２２
三井小児科医院 055（２７８)２５５５
大久保医院 055（２７７）２１２９
小山医院 055（２７７）５１０２
敷島クリニック 055（２７７）８３００
内科呼吸器内科保坂クリニック 055（２２５）５０７０

　市では、不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治療（体外受精および顕微授精）については、１回の治   
療費が高額で経済的負担が大きいため、その軽減を図ることを目的として、費用の一部を助成します。
対象者　１．夫婦が申請時に１年以上継続して甲斐市に住所を有すること。
　　　　２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療以外の治療法によっては妊娠の見込みがないか、または
　　　　　　極めて少ないと医師に判断された夫婦であること。
　　　　３．夫婦の所得合計額が 730 万円未満であること。
　　　　４．市税がすべて納められていること。
助成額　１年度当たり 10万円を限度に２回。（ただし、初年度に限り 10万円を上限に３回）
　　　   通算５年間、合計 10回助成。
手続き　治療が終了した日から起算して１年以内に申請書等を市に提出してください。
必要書類　①申請書　②証明書　③保険証の写し　④領収書の写し
　　　　　※必要書類の詳細については、お問い合わせください。
■問い合わせは…健康増進課、敷島・双葉支所地域課　      
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９
１

　
　

０
５
５（
２
７
６
）２
１
１
３

特
定
計
量
器

「
は
か
り
」定
期
検
査

　

計
量
法
の
規
定
に
よ
り「
は
か

り
」の
定
期
検
査（
２
年
に
１
回
）

を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
敷
島
地
区
・
竜
王

地
区
が
対
象
で
す
。

　

定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い

「
は
か
り
」を
商
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
・
場
所　

●
５
月
21
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
５
月
22
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

竜
王
武
道
館　
　
　
　
　
　
　

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

竜
王
中
部
公
民
館

持
ち
物

　

印
鑑
、
手
数
料（
現
金
納
付
に
な

　

り
ま
す
。
金
額
は
、
は
か
り
の

　

種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

※
電
気
式
は
か
り
の
定
期
検
査
の

　

受
験
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

従
来
、
計
量
士
が
所
在
場
所
に

　

て
検
査
し
て
き
ま
し
た
が
、
次

　

の
①
〜
③
以
外
の
移
動
可
能
な

　

は
か
り
に
つ
い
て
一
般
の
機
械

　

式
は
か
り
と
同
様
集
合
検
査
で

　

実
施
し
ま
す
。

①
ひ
ょ
う
量
が
２
５
０
㎏
を
超
え

　

る
は
か
り　

②
建
物
に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る

　

等
移
動
困
難
な
は
か
り　

③
移
動
に
よ
り
故
障
す
る
恐
れ
の

　

あ
る
は
か
り

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

商
工
観
光
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
８

高
齢
者
友
愛
訪
問
事
業

　　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
自

宅
を
地
区
民
生
委
員
が
訪
問
し
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
原
則
月
２
回
の
訪
問

対
象　

　

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

　

齢
者

申
込
受
付　

　

長
寿
推
進
課
ま
た
は
敷
島
・
双

　

葉
支
所
地
域
課
窓
口
ま
で
申
請

　

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

長
寿
推
進
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

５
月
12
日（
火
）は
、「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」で
す
。　

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
、
悩
み
事
や
生

活
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
の
相
談
相

手
と
し
て
、
ま
た
、
市
と
の
か
け

橋
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
高
齢
者
の
介
護
、
健

康
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
、生
活
の

中
で
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な

ど
、地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
担
当
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員

の
連
絡
先
な
ど
を
知
り
た
い
と
き

は
、福
祉
課
ま
た
は
敷
島
・
双
葉
支

所
地
域
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

福
祉
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
１

　
　

０
５
５（
２
７
６
）２
１
１
３

　

敷
島
支
所
地
域
課

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
３

　
　

０
５
５（
２
７
７
）７
９
５
０

　

双
葉
支
所
地
域
課

　

☎
０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
１

　
　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
７
０

家
庭
内
の
水
道
配
管
を

改
修
す
る
と
き

　

建
物
の
改
築
や
取
り
壊
し
な
ど

に
よ
り
水
道
配
管
を
変
更
ま
た
は

撤
去
す
る
場
合
は
、
工
事
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
通
じ
、
上
水
道
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
蛇
口
や
パ
ッ
キ
ン
・

節
水
コ
マ
の
取
り
替
え
な
ど
の
場

合
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

上
水
道
課

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）０
７
３
４

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅　

・
市
営
田
中
団
地
２
号
館
22
号
室

　
﹇
２
Ｄ
Ｋ
﹈

　
（
甲
斐
市
篠
原
１
３
１
８

－

1
）

・
市
営
田
畑
団
地
1
号
館

　

３
０
２
、３
０
５
、３
０
６
号
室

　

２
号
館　

１
０
１
号
室

　
﹇
３
Ｄ
Ｋ
﹈

　
（
宇
津
谷
４
６
５
８

－

２
）

募
集
戸
数　

　

田
中
団
地
１
戸
、田
畑
団
地
４
戸

選
考　

　

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
に
よ
る
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
方
法　

　

申
込
は
1
世
帯
１
か
所
に
限
り

　

複
数
の
申
込
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
双
葉
・

　

敷
島
支
所
各
地
域
課
で
配
布
し

　

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
入

　

居
条
件
等
審
査
の
う
え
決
定
し

　

ま
す
が
、申
込
者
が
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間　

　

5
月
11
日（
月
）
〜
22
日（
金
）

抽
選
日（
予
定
）

　

5
月
28
日（
木
）午
後
2
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

建
設
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
８

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

行

政

相

談

募

集

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料

・
定
額
保
険
料（
月
額
）

　

１
５
、５
９
０
円

※
平
成
26
年
度
よ
り
３
４
０
円
増

　

額
に
な
り
ま
し
た
。

・
付
加
保
険
料（
月
額
）

　

４
０
０
円

　

申
し
込
み
を
し
た
月
の
分
か
ら

　

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付

　

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来

　

の
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
増

　

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
付
加
保
険
料
納
付

　

月
数
×
２
０
０
円（
年
額
）が
加

　

算
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。（
２

　

年
間
年
金
を
受
給
す
る
と
納
付

　

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
）

※
付
加
保
険
料
の
申
込
は
、
国
民

　

年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
受
付
場
所　

　

竜
王
年
金
事
務
所
・
市
保
険
課
、

　

敷
島
・
双
葉
支
所
市
民
課

持
ち
物　

　

年
金
手
帳
か
基
礎
年
金
番
号
の
記

　

さ
れ
て
い
る
書
類
・
印
鑑
・
免
許

　

証
等
の
身
分
証
明
証

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

　

は
、
納
付
書
・
口
座
振
替
な
ど

　

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

　

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る

　

こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引

　

さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納

　

付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

　

月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前

　

納
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料

　

の
割
引
制
度
に
つ
い
て
は
、
竜

　

王
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
保

　

険
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
国
民
年
金
の
申
請
免
除

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

　

と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料

　

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に

　

困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除

　

を
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前

　

の
月
分
ま
で
申
請
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
が

　

遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年

　

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

　

は
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民

　

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、保
険

　

料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

　

い
ま
す
が
、学
生
で
本
人
の
所
得

　

が
一
定
以
下
の
場
合
、申
請
に
よ

　

り
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶

　

予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制

　

度
」が
あ
り
ま
す
。
申
請
手
続

　

き
は
、毎
年
必
要
で
す
。

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
学
生
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
人
で
、
日

　

本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
の
申

　

請
書
が
送
付
さ
れ
た
人
は
、
は

　

が
き
に
記
入
の
う
え
返
送
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
申
請
免
除
・
学
生
納
付
特
例
の

　

申
請
方
法

　

竜
王
年
金
事
務
所
・
市
保
険
課
・

　

敷
島
・
双
葉
支
所
市
民
課
に
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
添

　

付
書
類
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
１
０
０

　

保
険
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

生
活
困
窮
者
の
自
立
相
談

支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
の
施
行
に
よ
り
、
生
活
上
の

困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
に
対

し
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生

活
が
行
え
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
応
じ
た
自
立
相
談
事
業

を
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し

て
開
始
し
ま
し
た
。

　

働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
住
む

所
が
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ
る
人

は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
で
は
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
専
門
相
談
員
が
相
談
者
に
寄
り

添
い
、
市
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て

解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象

　

市
在
住
で
、
経
済
的
に
困
窮
し

　

て
お
り
、
就
労
等
に
よ
る
自
立

　

に
向
け
た
支
援
を
希
望
す
る
人

※
す
で
に
生
活
保
護
を
受
給
し
て

　

い
る
人
は
、対
象
外
で
す
。

情
報
ひ
ろ
ば

平成 27年度 農繁期労働賃金

種　別 単位 標準額（単位：円） 摘　要
田植（機械） 10a 10,000

耕耘・代掻き 10a 10,000 秋耕起しない場合は2,000円増

一般耕耘 10a 9,000 秋耕起しない場合は2,000円増
代掻き 10a 9,000

田植育苗
成苗 １箱 JA中巨摩東部918 配達代別JA梨北　　　843

緑化苗 １箱 JA中巨摩東部540 配達代別
JA梨北　　　562

機械刈取
（バインダー） 10a 10,500 ひも付き

機械脱穀
（ハーベスター） 10a 10,000 燃料・技術者付

機械刈取脱穀
（コンバイン） 10a 19,000

籾摺り 30kg 324

果樹作業
剪定 １日 13,000
その他 １日 8,000

一般作業 １日 8,000

備　　考

・標準額については、消費税込みとする。
・労働時間は１日８時間を基準とする。
・同一作業の場合、男女同一賃金とする。
・機械作業は、燃料代を含むものとする。

　３月25日（水）に行われた市農業委員会総会で、今
年度の農繁期労働賃金の標準額を決定しました。
　なお、実際の農作業料金は当人同士が協議のうえ、
納得した料金を設定してください。

■問い合わせは…農業委員会庶務係（本館２階）
　☎055（278）1707（農林振興課内）

相
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集

ス
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講
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・
教
室

行

政
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行

政

相

談

募

集

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

Ｄ
Ｖ
相
談

　　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）と
は「
配
偶
者
や
恋

人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま

た
は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る

暴
力
」の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
身
体
的
・

精
神
的
・
経
済
的
等
の
Ｄ
Ｖ
で
悩

ん
で
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
が
相

談
で
き
る
よ
う
、
民
間
団
体「
女
性

の
人
権
サ
ポ
ー
ト
く
ろ
ー
ば
ー
」

に
よ
る
相
談
機
関
を
開
設
し
ま
し

た
。
電
話
で
は
、
く
ろ
ー
ば
ー
会

員
が
相
談
を
受
け
付
け
、
必
要
が

あ
れ
ば
面
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

相
談
は
女
性
限
定
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

電
話

　

☎
０
８
０（
７
８
８
４
）７
８
２
９

受
付
時
間　

　

年
末
年
始【
12
月
26
日（
土
）
〜

　

１
月
６
日（
水
）】を
除
く
毎
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
民
活
動
支
援
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
４

消
費
生
活
相
談
員

　　

平
成
27
年
度
県
消
費
生
活
相
談

員
を
紹
介
し
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
員

　

清
水
昌
子
さ
ん（
西
八
幡
）

　

田
中
陽
子
さ
ん（
富
竹
新
田
）

　

長
田
純
子
さ
ん（
大
久
保
） 

　

内
藤
春
惠
さ
ん（
下
今
井
）　

　

栁
本
和
子
さ
ん（
宇
津
谷
）　

　

吉
田
け
い
子
さ
ん（
龍
地
）　

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
民
活
動
支
援
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
４

歴
史
講
座

古
文
書
を
読
む
〜
初
級
編
〜

　

市
所
蔵
の
古
文
書
を
使
い
、基
礎

知
識
と
解
読
の
初
歩
を
学
び
ま
す
。

日
程

　

５
月
30
日
、
６
月
13
日
・
20
日
、

　

７
月
４
日
の
土
曜
日【
全
４
回
】

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

竜
王
北
部
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内

　

に
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上

定
員　

24
人（
受
講
料
無
料
）

講
師　

中
野　

賢
治
さ
ん

　
　
　
（
県
立
博
物
館
学
芸
員
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
受
付　

　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
往

　

信
面【
裏
】へ
講
座
名
・
郵
便
番

　

号
・
住
所
・
氏
名【
ふ
り
が
な
】・

　

電
話
番
号
、
返
信
面【
表
】へ
住

　

所
・
氏
名
）を
明
記
し
て
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

1
枚
の
往
復
は
が
き
で
申
し
込

　

み
で
き
る
の
は
１
講
座
１
人
分

　

で
す
。（
往
復
は
が
き
以
外
の

　

申
し
込
み
は
無
効
）

応
募
先　

　

〒
４
０
０

－

０
１
９
２

　

甲
斐
市
篠
原
２
６
１
０　
　
　

　

生
涯
学
習
文
化
課
文
化
財
係

申
込
期
限　

５
月
15
日（
金
）必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

生
涯
学
習
文
化
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
７

　
　

０
５
５（
２
７
６
）７
２
９
０

英
語
ふ
れ
あ
い
教
室

　

英
語
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
英

語
を
学
習
す
る
楽
し
さ
を
体
験
す

る
教
室
で
す
。

日
程　

　

5
月
30
日
〜
７
月
４
日
の
土
曜

　

日【
全
６
回
】

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

　

竜
王
北
部
公
民
館

対
象　

　

市
内
在
住
の
小
学
校
1
年
生
〜

　

４
年
生

※
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

定
員　

25
人（
先
着
順
）

講
師　

　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
学
校
で
英
語
を
教
え

　

て
い
る
外
国
人
の
先
生
）

受
講
料　

無
料

申
込
受
付　

　

５
月
13
日（
水
）午
前
９
時
か
ら

　

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

学
校
教
育
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
６

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

高齢者福祉タクシー
バス利用助成事業

　高齢者の社会活動の範囲を広め自立を支援
するため、タクシー券またはバス券の交付を
行っています。
　なお、利用にあたっては事前に申請が必要と
なります。
対象　
　市内に在住する75歳以上の高齢者のみの世
　帯のうち、次のすべての要件に該当する人
①世帯全員の住民税が非課税の人
②世帯全員が自動車等を所有せず、運転をしな
　い人
③身体障がい者手帳１級・２級を持っていな
　い人（３級以下は対象です）
助成内容　
・ タクシー券の場合
　730円券を月２枚（1,460円分）
・ バス券の場合
　ひと月1,460円分の券
・ 両方の場合　
　タクシー・バス券をひと月各730円分
利用できる交通機関　
・ タクシーの場合　
　山梨県タクシー協会加入会社または、市が許
　可した会社
・ バスの場合
　山梨交通㈱が運行しているバス（甲斐市民バ
　スを含む）
申込受付　
　長寿推進課または敷島・ 双葉支所地域課窓
　口まで申請書を提出
※申請書は各窓口にあります。印鑑を持参く
　ださい。

■申し込み・問い合わせは…
　長寿推進課（新館1階）
　☎055（278）1693

相

談

募

集

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

行

政

家
庭
教
育
支
援

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
程

敷
島
地
区

　

５
月
８
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

双
葉
地
区

　

５
月
15
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

竜
王
地
区

　

５
月
22
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

敷
島
地
区
教
育
相
談
電
話

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
４
０
０

　

双
葉
地
区
教
育
相
談
電
話

　

☎
０
５
５
１（
２
８
）７
６
８
１

　

竜
王
地
区
教
育
相
談
電
話

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）７
５
２
１

税
金
無
料
相
談
会

主
催

　

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

日
時　

　

５
月
10
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館
３
階
大

　

会
議
室

　
（
甲
府
市
青
沼
３

－

５

－

44
）

対
象　

　

相
続
税
、贈
与
税
、所
得
税　

他

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　

事
務
局

　

☎
０
５
５（
２
３
３
）１
３
１
８

無
料
法
律
相
談

　

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃

貸
借
、
交
通
事
故
等
の
消
費
者
問

題
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時　

 
　

５
月
15
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

　

敷
島
総
合
文
化
会
館

定
員　

　

９
人（
時
間
１
人
50
分
）

担
当　

　

県
司
法
書
士
会

申
込
受
付　

　

５
月
12
日（
火
）

　

午
後
５
時
20
分
〜
５
時
40
分
に

　

電
話
に
て
受
付（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
民
活
動
支
援
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
４

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で

　

も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
府
市
飯
田
１

－

１

－

20
）

　

山
梨
県
Ｊ
Ａ
会
館
５
階

　

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法

　

律
事
務
所

　
（
甲
府
市
酒
折
２

－

４

－

５
）

　

☎
０
５
５(

２
２
４)

１
９
４
０

・
法
テ
ラ
ス
※
資
力
の
乏
し
い
人

　

に
限
ら
れ
ま
す
。

　
（
甲
府
市
中
央
１

－

12

－

37
イ

　

リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

　

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
４
１
１

特
設
人
権
相
談
所

日
時　

　

６
月
３
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

　

双
葉
公
民
館

相
談
内
容　

　

親
族
間
の
問
題
、差
別
、
ス
ト
ー

　

カ
ー
、
児
童
虐
待
、
セ
ク
シ
ャ

　

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
そ
の
他
人

　

権
に
関
す
る
こ
と

担
当　

　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要

　

で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
民
活
動
支
援
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
７
０
４

「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」開
設

　

職
場
や
家
族
の
悩
み
、
人
間
関

係
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

専
門
家
が
悩
み
を
聴
き
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

日
時　

　

６
月
８
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

　

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
活
動
室

　
（
甲
斐
市
島
上
条
３
１
６
３
）　

対
象　

　

市
在
住
で
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱

　

え
て
い
る
本
人
ま
た
は
家
族

相
談
員　

　

臨
床
心
理
士  

中
嶋　

彩
さ
ん

相
談
料　

無
料

※
事
前
の
予
約
の
人
が
優
先
と
な

　

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

　
　

０
５
５（
２
７
７
）１
２
８
４

引き続き東日本大震災
義援金を受け付けます

　平成26年度は、みなさんから17,933円（３
月19日現在）の義援金にご協力いただきまし
た。みなさんにはこれまで、たくさんのご支
援ご協力をいただいておりますが、引き続き平
成28年3月31日まで、各庁舎に義援金箱を設
置し、義援金の受け付けを行います。
　被災地の早期復興に向け、今後とも息の長い
ご支援をお願いします。

■問い合わせは…総務課（本館３階）
　☎055（278）1661
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行

政

相

談

募

集

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

●公民館子どもふれあい講座
■受講対象…◎子どもキッチン…市内在住の４歳～小学生
　　　　　　◎心に残る写真教室…市内在住の小中学生の親子
■受 講 料…無料（教材費実費、申し込み後のキャンセルは教材費を負担していただく場合があります。）
■申込方法…往復はがきの往信面（裏）へ希望講座名・保護者と子の氏名（ふりがな）・年齢（学年）・性別・住所・電話番号
　　　　　　を、返信面（表）へ住所・保護者と子の氏名を明記して申し込みください。応募多数の場合は抽選とし、結果を
　　　　　　返信用はがきにてご連絡します。（締切後７日以内に結果が届かない場合は、問い合わせください。）1枚の往
　　　　　　復はがきで申し込みできるのは１講座、１人（組）分です。（往復はがき以外の申し込みは無効）
■申込締切…５月12日（火）必着（締切日以降は問い合わせください。）

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

子どもキッチン
出汁（だし）を学ぶ
（講師：荒井舞）

料理を通して調理器具の使い
方や日本の食文化を学びます。
メニューは関西風うどん、鶏
団子の野菜あんかけ他。

各 16 人

６月14日（日）※ ①・②の希望
時間
①午前10時～午後０時30分
②午後２時30分～５時

1,000円／エプロン、三
角巾、マスク、子ども用
上履き

◇竜王北部公民館　■申し込みは…〒400-0192　甲斐市篠原2610　竜王北部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）7511　 　055（276）7290

◇竜王中部公民館　■申し込みは…〒400-0117　甲斐市西八幡2660　竜王中部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）5782 　 055（276）5773

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

心に残る親子写真教室
（講師：田川道啓）

カメラ初心者でも安心。子ど
もの写真を上手に撮るコツを
親子で学びます。

10 組
６月13日・20日の土曜日

【全２回】
午前10時～正午

無料／デジタルカメラ、
取扱説明書、USB メモ
リーカード、ノートパソ
コン（持ち込み可能な人）

●えみハウス＆せせらぎ教養講座
■受講対象…市内在住および市内に勤務している18歳以上の人　　　　　 　　　　　　
■受 講 料…無料（教材費実費）
■申込方法…官製はがきまたは電子メールで必要事項（希望講座名・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・連
　　　　　　絡先電話番号）を明記して申し込みください。定員以上の申し込みがあった場合は抽選となります。受
　　　　　　講者には受講証を、抽選に外れた場合は結果通知を発送します。
　　　　　　はがき　〒400-0192　甲斐市篠原2610　甲斐市役所 商工観光課
　　　　　   電子メール　shoukou-kouza@city.kai.lg.jp　
■締め切り…５月13日（水）必着　　　　
■問い合わせは…商工観光課　☎055（278）1708

講座名 内容 定員 期間 /時間 講師 教材費

ゆがみ直し
整体体操

無理なく体を動かしながら、
筋肉をほぐしてゆがみを整え
ます。年齢に関係なくできる
体操です。

20 人
5月27日～ 7月8日の水曜日

【全7回】
午後2時～ 3時30分

日本ゆがみ直し
整体体操協会

指導員　高木里紗
無

講座名 内容 定員 期間 /時間 講師 教材費

リフレッシュ
エアロビ！

美容に効果的で心身とも爽快
な運動で美しい身体づくりを
しましょう。

20 人
5月27日～ 7月8日の水曜日

【全7回】
午後7時30分～８時45分

インストラクター
奥野名穂

保険料有
受講者に
別途通知

◇えみハウス（働く婦人の家）　万才７６１

◇せせらぎ（勤労青少年ホーム）　竜王１８８６－４

 

 

 

相

談

募

集

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

行

政

日
本
語
教
室
・
中
国
語
教
室

○
日
本
語
教
室

日
程　

　

５
月
10
日
〜
９
月
27
日
の
日
曜

　

日【
全
19
回
】

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
５
月
24
日
・
８
月
16
日
は
休
み

場
所　

　

竜
王
北
部
公
民
館

内
容　

　

ひ
ら
が
な
・
漢
字
、
簡
単
な
日

　

常
会
話
、日
本
文
化
な
ど

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
中
国
語
教
室

日
程　

　

５
月
〜
10
月
の
木
曜
日
・
金
曜

　

日
の
午
後

※
入
門
・
中
級
・
上
級
の
ク
ラ
ス

　

に
よ
る
。

場
所　

竜
王
北
部
公
民
館

受
講
料　

ク
ラ
ス
に
よ
る

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
斐
国
際
交
流
協
会（
五
味
）

　

☎
０
９
０（
１
６
１
０
）５
４
７
６

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の

応
援
者
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

に
よ
る
講
座
で
す
。

日
時　

５
月
26
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

場
所　

竜
王
北
部
公
民
館
３
階
視

　

聴
覚
教
室

対
象　

認
知
症
に
興
味
の
あ
る
人

講
師　

市
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

申
込
受
付　

５
月
19
日（
火
）ま
で

　

電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

　

長
寿
推
進
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
３

高
齢
者
向
け
教
養
講
座

「
ト
ラ
イ
２
０
１
５
」

デ
ィ
ッ
プ
ア
ー
ト
講
座

　

ワ
イ
ヤ
ー
と
デ
ィ
ッ
プ
液
の
組

み
合
わ
せ
で
思
い
の
ま
ま
の
デ
ザ

イ
ン
に
。

　

ア
レ
ン
ジ
簡
単
、
初
心
者
の
人

も
楽
し
め
ま
す
。

日
程　

①
６
月
17
日（
水
）・
22
日（
月
）・

　

７
月
１
日（
水
）・
８
日（
水
）

②
７
月
22
日
〜
８
月
12
日
の
水
曜
日

③
８
月
19
日
〜
９
月
９
日
の
水
曜
日

　

各
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

①
竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

講
師　

高
橋　

二
美
子
さ
ん

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
込
受
付　

　

５
月
11
日（
月
）か
ら
受
付

参
加
料　

１
、０
０
０
円

　

※
全
４
講
座
合
計　

初
心
者
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座

日
程　

　

６
月
３
日･

10
日･

24
日
、
７

　

月
１
日･

15
日
の
水
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

　

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

講
師　

青
木　

精
さ
ん

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
込
受
付　

　

５
月
11
日（
月
）か
ら
受
付

参
加
料　

５
０
０
円

※
全
５
講
座
合
計　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

　
　

０
５
５（
２
７
７
）１
２
８
４

中
学
生
対
象
の
自
学
講
座

　

教
員
を
目
指
す
山
梨
大
学
・
県

立
大
学
の
学
生
に
、
学
習
の
進
め

方
や
宿
題
の
解
き
方
を
教
え
て
も

ら
う
講
座
で
す
。

日
程　

５
月
16
日
〜
10
月
10
日
の

　

土
曜
日【
前
期
分
10
回
】

※
７
月
、
８
月
は
休
み

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

・
竜
王
北
部
公
民
館（
竜
王
中
学
校

　

区
お
よ
び
竜
王
北
中
学
校
区
の

　

生
徒
）

・
竜
王
中
部
公
民
館（
玉
幡
中
学
校

　

区
の
生
徒
）

・
敷
島
総
合
文
化
会
館（
敷
島
中
学

　

校
区
の
生
徒
）

・
双
葉
公
民
館（
双
葉
中
学
校
区
の

　

生
徒
）

定
員　

各
会
場
35
人
程
度

受
講
料　

無
料

申
込
受
付　

・
市
立
中
学
校
生
徒
…
各
学
校
を

　

通
じ
て
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

・
市
立
中
学
校
以
外
の
生
徒
…
学

　

校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

学
校
教
育
課　

新

敷

双

敷
２

双
公

本

　

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
９
６

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
中
部
公
民
館

展
示 

　

水
彩
の
会（
水
彩
画
）

期
間  

　

５
月
29
日（
金
） 〜
７
月
８
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
中
部
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）５
７
８
２

第　

回

竜
王
北
部
ふ
れ
あ
い
発
表
会

場
所　

　

竜
王
北
部
公
民
館

●
５
月
23
日（
土
）

展
示
発
表　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

絵
手
紙
・
パ
ス
テ
ル
画
・
パ
ッ

　

チ
ワ
ー
ク
・
編
み
物

無
料
体
験
会

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ス
ク
エ
ア

　

ダ
ン
ス

お
茶
席　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
お
菓
子
が
無
く
な
り
次
第
終
了

●
５
月
24
日（
日
）

開
会
式　

 

　

午
前
９
時
〜
９
時
20
分

展
示
発
表　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

舞
台
発
表　

　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
２
時 

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

絵
手
紙
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
折

　

り
紙
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
和

　

菓
子
作
り
の
実
演
と
試
食

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
時
間
、
人

　

数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
北
部
公
民
館

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）７
５
１
１

19
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行

政

相

談

募

集

そ
の
他
情
報

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

な
が
い
き
健
康
大
会

（
高
齢
者
体
力
測
定
）

　

握
力
・
開
眼
片
足
立
ち
・
上
体

起
こ
し
等
６
種
目
の
測
定
を
行
い
、

現
在
の
体
力
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

日
程　

　

６
月
24
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
（
受
付
午
前
９
時
〜)

場
所　

敷
島
体
育
館

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

申
込
期
限　

　

５
月
29
日（
金
）ま
で
に
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、貴
単
位
ク

　

ラ
ブ
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

　

☎
０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

　
　

０
５
５（
２
７
７
）１
２
８
４

お
茶
フ
ェ
ス
タ　

下
菅
口

　

新
茶
を
摘
ん
で
、
お
抹
茶
・
お
茶

料
理
で
自
然
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

　

５
月
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

　

敷
島
総
合
文
化
会
館
駐
車
場

参
加
料　

３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

エ
コ
環
境
連
楽
甲
斐（
森
川
）

　

☎
０
５
５（
２
７
６
）６
９
０
０

憲
法
週
間
行
事

成
年
後
見
制
度
説
明
会

日
時　

　

５
月
22
日（
金
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
（
甲
府
市
中
央
１

－

10

－

７
）

内
容　

①
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
説

　

明
ビ
デ
オ

②
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
裁
判

　

所
職
員
か
ら
の
説
明

③
質
疑
応
答

定
員　

50
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
料　

　

1
人　

３
０
０
円（
昼
食
代
）

申
込
受
付　

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務

　

課
庶
務
係

☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
３

女
性
の
再
就
職
支
援
訓
練

　

子
育
て
な
ど
で
離
職
中
の
女
性

を
対
象
に
、
就
職
活
動
に
必
要
な

情
報
提
供
や
準
備
を
行
い
、
再
就

職
へ
の
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

日
程　

　

５
月
26
日（
火
）
〜
28
日（
木
）、

　

６
月
２
日（
火
）
〜
４
日（
木
）　

【
全
６
回
】

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

ア
ド
ラ
ッ
ク

　
（
中
央
市
若
宮
49

－

７
）

内
容　

　

履
歴
書
作
成
、
面
接
準
備
、
ビ

　

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
ワ
ー
ド
、
エ

　

ク
セ
ル
、職
場
見
学
等

対
象　

就
職
希
望
の
あ
る
女
性

※
離
職
理
由
は
問
い
ま
せ
ん

定
員　

20
人

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

５
月
18
日（
月
）ま
で

※
託
児
施
設
の
無
料
利
用
が
で
き

　

ま
す（
未
就
学
児
の
み
・
定
員

　

５
人
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
課

　

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
５
６
７

ゆ
う
の
う
敷
島
か
ら
の

お
知
ら
せ

春
の
山
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

 　

春
の
う
ら
ら
か
な
陽
気
の
な

か
、
史
跡
め
ぐ
り
や
田
園
風
景
を

楽
し
め
ま
す
。

日
時　

６
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜　

※
雨
天
中
止

コ
―
ス　

亀
沢
集
落
内

　
（
船
形
神
社
〜
天
澤
寺
〜
棚
田

　

〜
御
領
堰
）

集
合
場
所　

　

甲
斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ

　

ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　
（
牛
句
３
２
９
４
）

定
員　

20
人
程
度

参
加
料　

　

１
人　

５
０
０
円

持
ち
物　

　

水
筒
・
タ
オ
ル
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
シ
ュ
ー
ズ
・
帽
子
・
雨
具
等

申
込
期
限　

　

５
月
31
日（
日
）ま
で

梅
の
里
で
地
元
食
材
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

甲
斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
、地
元

で
採
れ
た
そ
ば
粉
や
野
菜
な
ど
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

を
楽
し
ん
だ
後
、
富
士
山
の
見
え

る
素
敵
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
郷

土
料
理
な
ど
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

提
供
日　

　

毎
週　

土
・
日
・
祝
祭
日

時
間　

　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

メ
ニ
ュ
ー
一
例　

・
蕎
麦
が
き（
５
０
０
円
）

・
う
ど
ん（
５
０
０
円
）

・
甘
酒（
２
０
０
円
）

・
梅
ソ
ー
ダ（
２
０
０
円
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

農
事
組
合
法
人
ゆ
う
の
う
敷
島

　

☎
０
５
５（
２
６
７
）０
８
３
１

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

警察からのお知らせ
Police information

双葉ふれあい文化館だより
●ふれあいロビーコンサート
　～小唄と抹茶をたのしむひととき～
日　時　５月16日（土）
　　　　午後１時15分
※ 時間が変更になりましたので、ご注意ください。
出　演　小唄・三味線「粋の会」
料　金　無料

●ファミリーコンサート
　「音楽の絵本～アミーゴ～」
日　時　６月13日（土）
　　　　午後１時30分開場
　　　　午後２時開演
料　金　1,500円（全席自由）
※ ２歳以下は無料。ただし、座席使用の場合は有料。

■問い合わせは…双葉ふれあい文化館　
　☎0551（20）3660
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講
座
・
教
室

行

政

●公民館ふれあい講座
■受講対象…市内在住者および市内に勤務している18歳以上の人
■受 講 料…無料（教材費実費、申し込み後のキャンセルは教材費を負担していただく場合があります。）
■申込方法…往復はがきの往信面（裏）へ希望講座名・氏名（ふりがな）・年齢・性別・住所・電話番号を、返信面（表）
　　　　　　へ住所・ 氏名を明記して申し込みください。応募多数の場合は抽選とし、結果を返信用はがきにてご
　　　　　　連絡します。（締切後７日以内に結果が届かない場合は、問い合わせください。）1枚の往復はがきで申
　　　　　　し込みできるのは１講座、１人分です。（往復はがき以外の申し込みは無効）
■申込締切…５月12日（火）必着（締切日以降は問い合わせください。）

◇竜王北部公民館　■申し込みは…〒400-0192　甲斐市篠原2610　竜王北部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）7511　 　055（276）7290

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

野菜ソムリエ料理教室
～山梨を食べよう～
（講師：加藤恵美子）

山梨の野菜やフルーツの魅力を再
発見し、自然の恵みをおいしくい
ただきます。※ 初回は講義です。

20 人
５月28日、６月25日、７月23
日の木曜日【全３回】
午後１時30分～３時30分

2,000 円／筆記用具

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

どうしよう。登校渋り
（講師：Let's）

登校渋り、不登校に関する悩み
を同じ経験を持つ講師陣が聞き
当事者の親の思いをサポートし
ます。

12 人 ５月24日（日）
午後１時30分～４時 無料／なし

タティングレース
（講師：荊澤里美）

シャトルという小さな道具を使う
レース編みです。ネックレス等を
作ります。（公民館に見本有り）

12 人
５月26日～８月11日の第２・
４火曜日【全６回】午後１時30
分～３時30分

2,900円／はさみ、筆記
用具

フォークソングを歌おう
（講師：嵯峨野裕貴）

発声のポイントを学び、講師が
弾くギターに合わせて懐かしの
フォークソングを歌います。

15 人
５月30日、６月13日・27日の
土曜日【全３回】午後７時30分
～９時30分

無料／ギターなどの楽器
（持ち込み可能な人）

◇竜王中部公民館　■申し込みは…〒400-0117　甲斐市西八幡2660　竜王中部公民館
　　　　　　　　　　 ■問い合わせは…☎055（276）5782 　 055（276）5773

◇竜王南部公民館　■申し込みは…〒400-0117　甲斐市西八幡1976-1　竜王南部公民館
　　　　　　　　　　■問い合わせは…☎055（276）0711　 　055（276）0712

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

季節のフラワー教室
（講師：公文由美子）

フラワーアレンジメントなどを
学び、旬の花を楽しみます。 20 人

６月18日～ 10月15日の第３
木曜日【全５回】午後７時30分
～９時

5,400円／花用はさみ、
エプロン、持ち帰り用ビ
ニール袋

◇双葉公民館　■申し込みは…〒400-0105　甲斐市下今井236-2　双葉公民館
　　　　　　　　■問い合わせは…☎0551（20）3666　 　0551（20）3659

講座名 内　容 定員 期間 /時間 教材費 /持ち物

万年筆で「写経」
（講師：中嶌脩峰）

万年筆の基本を学び、ゆっくり
と書き写し、己と向き合う写経
の心を感得します。

16 人
５月31日～９月６日の第１・３・
５日曜日（８月16日を除く）【全
８回】午前10時～ 11時30分

300円 / 万年筆、または
それに準ずるもの

花飾りのジュエリー
ケース

（講師：安藤久子）

花と人形（粘土製）をあしらっ
た可愛らしいインテリアジュエ
リーケースを作ります。（公民館
に見本有り）

20 人
６月18日・25日の木曜日【全
２回】午後１時30分～３時30
分

1,500円 / ラップ、タオ
ル、エプロン
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甲斐市の人口　７４，４７５人（－143）（平成27年３月末現在）
日本人 73,503人（－136）
　男性 36,326人（－82）　女性 37,177人（－54）
外国人 972人（－7）　
世帯数 30,655世帯（43世帯）　　（ ）内は前月比

甲府CATV「テレビ回覧板」
市の生活情報やイベント情報を文字と音声でお届けします。
月曜～日曜　　9：30～、18：00～

今月の表紙

　

第44回信玄公祭り甲州軍団出陣
　今年の信玄公祭りの甲州軍団出陣に甲斐市議会と甲
斐市商工会が参加しました。
　駅のエスカレーターから突如現れた、朱色の甲冑の武
士たちに遭遇した人たちは、おどろきの表情を浮かべて
いました。
※本誌20ページに関連記事が掲載されています。
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ス
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イ
ベ
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事
課
長
）生
山
勝
、
人
事
課
長（
長

　

寿
推
進
課
長
）三
澤
宏
、税
務
課
長

　
（
図
書
館
長
）古
屋
正
彦
、子
育
て

　

支
援
課
長（
敷
島
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー
所
長
）小
宮
山
正
美
、
健

　

康
増
進
課
長（
生
涯
学
習
文
化

　

課
長
）樋
口
充
、
都
市
計
画
課
長

　
（
農
林
振
興
課
長
）輿
石
春
樹
、

　

農
林
振
興
課
長（
敷
島
支
所
地

　

域
課
長
）下
笹
俊
彦

●
所
長
・
園
長
・
館
長
昇
任

　

図
書
館
長（
福
祉
課
生
活
保
護

　

係
長
）剣
持
豊
彦
、
学
校
教
育
課

　

敷
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・

　

双
葉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

兼
務（
敷
島
支
所
市
民
課
市
民

　

係
長
）秋
山
和
子
、
子
育
て
支
援

　

課
竜
王
中
央
保
育
園
長（
子
育

　

て
支
援
課
竜
王
中
央
保
育
園
長
）

　

吉
岡
真
里
子
、
子
育
て
支
援
課

　

竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長（
子

　

育
て
支
援
課
松
島
保
育
園
）手
塚

　

知
子

●
園
長
配
置
換

　

子
育
て
支
援
課
竜
王
東
保
育
園
長

　
（
竜
王
西
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育
園
長
）藤
原
春
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学
校
教
育
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人
事
交
流
に
よ
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用
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本
公
彦
、
企
画
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課
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民
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口
課
・

　

柴
崎
唯
、
税
務
課
・
小
田
切
勇

　

人
、
税
務
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収
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仁
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長

　

寿
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野
里
美
、
長
寿
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進
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林
真
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長
寿
推

　

進
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藤
雅
子
、
長
寿
推
進

　

課
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清
水
美
樹
、健
康
増
進
課
・

　

畑
菜
月
、建
設
課
・
藤
原
佑
太
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都
市
計
画
課
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石
水
大
地
、
農

　

林
振
興
課
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伊
藤
嶺
、
上
水
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淀
川
貴
雅

●
退
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長
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修（
総
務
部
長
）、
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肥
冷
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民
部
長
）、
小
林
修（
福
祉

　

健
康
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長
）、
今
村
親
弘（
上
下

　

水
道
部
長
）、
小
宮
山
謙
二（
会

　

計
管
理
者
）、
中
村
宗
和（
議
会

　

事
務
局
長
）、
斉
藤
積（
税
務
課

　

長
）、
安
藤
佳
俊（
保
険
課
長
）、

　

中
込
照
子（
敷
島
支
所
長
）、
花

　

輪
正
純（
商
工
観
光
課
長
）、
花

　

田
茂
美（
上
水
道
課
長
）、
望
月

　

恵
子（
竜
王
東
保
育
園
長
）、
西

　

山
博
和（
竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー

　

館
長
）、
新
海
順
一（
建
設
課
建

　

設
総
務
係
長
）、
篠
原
千
里（
都

　

市
計
画
課
緑
化
推
進
係
長
）、
大

　

久
保
幹
夫（
農
業
委
員
会
庶
務

　

係
長
）、
荻
原
光
治（
敷
島
支
所

　

地
域
課
）、
三
浦
光
子（
竜
王
南

　

保
育
園
）、
前
山
和
人（
敷
島
支

　

所
地
域
課
）、長
久
保
美
代
子（
双

　

葉
支
所
市
民
課
）、池
田
悠
子（
玉

　

幡
小
学
校
）、
土
橋
次
江（
竜
王

　

北
小
学
校
）、
馬
原
ノ
リ（
竜
王

　

北
中
学
校
）、
中
村
久
子（
敷
島

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）、
新
井
晴

　

美（
敷
島
図
書
館
）、
小
田
切
正

　

男（
企
画
政
策
部
長
）、
勝
村
秀

　

彦（
教
育
部
長
）、
小
林
和
彦（
健

　

康
増
進
課
健
康
企
画
係
長
）、
三

　

井
浩（
環
境
課
生
活
環
境
係
長
）、

　

輿
石
信（
学
校
教
育
課
指
導
監
）

　

※
人
事
交
流
に
よ
る
退
職

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

本 … 本館
新 … 新館

敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

警察からのお知らせ
Police information

双葉ふれあい文化館だより

春の全国交通安全運動

　「心地良い　交通マナーが　照らす未来（あす）」をスロー
ガンに、５月11日（月）～20日（水）の10日間、春の全国
交通安全運動が実施されます。
　この運動は、広く市民に交通安全思想の普及・浸透を図
り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付
けていただくことにより、交通事故防止の徹底を図ること
を目的としています。
　市民一人ひとりが交通ルールを守り、交通事故の防止に
努めましょう。また、児童生徒が交通事故の被害者となら
ないよう、ドライバーは交通ルールを遵守し、安全運転を
心掛けましょう。
◎新入学児童のいる家庭へのお願い
　実際に子どもと通学路を歩いて危険な場所等の確認をし、
　交通ルールや安全な通行方法について言葉で繰り返し教
　えるとともに、お手本となる行動をとりましょう。
◎ドライバーへのお願い
　通学路では徐行を心がけましょう。また、児童生徒の横
　を通過するときは、減速や徐行をしましょう。　
※５月20日（水）には、「交通事故死ゼロを目指す日」も併
　せて実施されます。
■問い合わせは…
　韮崎警察署　　　　　　　　☎0551（22）0110
　市民活動支援課（本館１階）　☎055（278）1704
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健
康
体
操
教
室
お
よ
び

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と

高
齢
者
の
健
康
維
持
お
よ
び
地
域

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

健
康
体
操
教
室
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
27
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
※
小
雨
決
行

　
（
受
付
８
時
30
分
〜
）

場
所　

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

雨
天
の
場
合
は
隣
の
体
育
館
で

　

実
施
し
ま
す
。

対
象　

甲
斐
市
・
中
央
市
・
昭
和

　

町
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
人

参
加
料　

５
０
０
円

定
員　

２
９
０
人（
先
着
順
）

申
込
受
付　

５
月
７
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

公
益
社
団
法
人
峡
中
広
域
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５（
２
７
９
）６
６
２
６

第　

回　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

日
時　

６
月
18
日（
木
）、19
日（
金
）

　

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時
20
分

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

場
所　

県
自
治
会
館　

１
階「
講
堂
」

　
（
甲
府
市
蓬
沢
１

－

15

－

35
）

定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

受
講
料　

４
、０
０
０
円

申
込
受
付　

　

５
月
25
日（
月
）
〜
29
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課
査

　

察
指
導
係

　
（
甲
府
市
伊
勢
３

－

８

－

23
）

　

☎
０
５
５（
２
２
２
）１
２
８
４

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

　

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
「
会
計
ソ

フ
ト
入
門
講
座
」の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。
会
計
ソ
フ
ト「
弥
生

会
計
」の
操
作
法
、
簿
記
の
初
歩
知

識
を
学
び
ま
す
。

日
時

　

７
月
14
日（
火
）、
16
日（
木
）、
17

　

日（
金
）、21
日（
火
）、23
日（
木
）、

　

24
日（
金
）

場
所　

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
府
市
塩
部
４

－

５

－

28
）

定
員　

15
人（
先
着
順
）

申
込
受
付

　

５
月
14
日（
木
）〜
７
月
７
日（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５（
２
５
１
）３
２
１
０

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

　

労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

年
度
更
新
手
続
き
は
、
６
月
１
日

か
ら
７
月
10
日
の
間
に
行
う
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
定
申
告
・

納
付
期
限
内
に
申
告
・
納
付
を
済

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
送
付
は
５

月
末
、
申
告
書
受
理
会
は
６
月
中

旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
申

告
書
受
理
会
の
日
程
等
は
、
申
告

書
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
労
災

保
険
率
、労
務
費
率
、建
設
業
の
請

負
金
額
に
お
け
る
消
費
税
暫
定
措

置
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
改
定
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
は
①
31
日
以
上
の
雇

用
見
込
み
が
あ
る
こ
と
、②
１
週
間

の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

で
あ
る
こ
と
の
２
点
を
満
た
す
場

合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、雇
用

保
険
率
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
５
５（
２
２
５
）２
８
５
２

平
成　

年
度
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
募
集

　
（
財
）日
本
遺
族
会
は
、「
平
成

27
年
度
慰
霊
巡
拝
」の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て

お
り
、
戦
没
者
の
遺
族
等
を
対
象

と
し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
地
域
や
実
施
期
間
、
参
加

の
申
し
込
み
は
、
山
梨
県
遺
族
会

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
地
域
〕

①
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方

②
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

③
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
ユ
ダ
ヤ

　

自
治
州

④
沿
海
地
方

⑤
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

⑥
中
国
東
北
地
方

⑦
硫
黄
島（
第
１
次
）

⑧
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑨
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

⑩
硫
黄
島(

第
２
次)

⑪
北
ボ
ル
ネ
オ

⑫
パ
ラ
オ

⑬
フ
ィ
リ
ピ
ン

⑭
硫
黄
島(

第
３
次)　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

山
梨
県
遺
族
会

　

☎
０
５
５（
２
５
２
）７
６
６
４

職
員
人
事
異
動 

　　

平
成
27
年
度
の
人
事
異
動
が
４

月
１
日
付
け
で
２
５
４
人
に
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
人
事
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
退
職

者
に
つ
い
て
は
、
３
月
31
日
付
け

発
令
で
す
。（　

）内
は
旧
所
属

●
部
長
昇
任

　

総
務
部
長（
企
画
財
政
課
長
）坂

　

本
太
久
己
、
市
民
部
長（
健
康
増

　

進
課
長
）清
水
春
雄
、
生
活
環
境

　

部
長（
総
務
課
長
）長
田
治
、
福

　

祉
健
康
部
長（
福
祉
課
長
）内
藤

　

光
二
、
建
設
産
業
部
長（
都
市
計

　

画
課
長
）飯
室
崇
、
上
下
水
道
部

　

長（
下
水
道
課
長
）飯
沼
覚
、
会

　

計
管
理
者
・
会
計
課
長
兼
務（
市

　

民
窓
口
課
長
）保
延
克
教
、
教
育

　

部
長（
市
民
活
動
支
援
課
長
）奥

　

野
経
雄

●
部
長
配
置
換

　

企
画
政
策
部
長（
生
活
環
境
部

　

長
）有
泉
善
人
、議
会
事
務
局
長
・

　

監
査
委
員
事
務
局
長
兼
務（
建
設

　

産
業
部
長
）武
川
訓 

●
課
長
昇
任

　

市
民
窓
口
課
長（
商
工
観
光
課

　

観
光
交
流
係
長
）佐
野
勝
馬
、
保

　

険
課
長（
市
民
窓
口
課
戸
籍
係

　

長
）加
藤
文
雄
、
市
民
活
動
支
援

　

課
長（
消
防
防
災
対
策
室
消
防

　

防
災
係
長
）長
谷
川
秀
明
、
敷
島

　

支
所
長
・
敷
島
支
所
市
民
課
長

　

兼
務（
建
設
課
建
設
管
理
係
長
）

　

飯
沼
源
治
、
敷
島
支
所
地
域
課

　

長（
敷
島
支
所
市
民
課
庶
務
係

　

長
）保
坂
和
也
、
福
祉
課
長（
監

　

査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
）本

　

田
泰
司
、
長
寿
推
進
課
長（
長
寿

　

推
進
課
長
寿
あ
ん
し
ん
係
長
）

　

圡
屋
達
巳
、
商
工
観
光
課
長（
子

　

育
て
支
援
課
保
育
係
長
）長
田

　

裕
二
、
上
水
道
課
長（
建
設
課
建

　

設
土
木
係
長
）小
林
信
生
、
下
水

　

道
課
長（
企
画
財
政
課
財
政
係

　

長
）山
田
洋
、
生
涯
学
習
文
化
課

　

長（
長
寿
推
進
課
介
護
保
険
係

　

長
）保
坂
江
里

●
課
長
配
置
換

　

企
画
財
政
課
長（
子
育
て
支
援

　

課
長
）三
井
敏
夫
、総
務
課
長（
人

27
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「早春」 大柴 恵子
「放射霧」 小澤 松郎
「竹林の向こうに」 佐野 芳美
「雪の釡無川」 鈴木 泰信
「富士の見える公園」 角田 大知

「紅梅咲く上に」 内藤 均
「早春の盆地」 中村 和人
「甲斐富士の夜明け」 沼倉 司
「春うらら」 宮辺 家正
「暁の梅園」 湯澤 利行

春 「早春の富士」 岡田 義正

夏 「発展する市の眺望」 堤 吉彦

秋 「甲斐市の原風景」 森 幸夫

冬 「富士山と甲斐の灯火」 窪寺 由仁

入 

選
特
別
賞

市制10周年記念事業

「
甲
斐
市
か
ら
見
る
富
士
山
」

 
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

入
賞
者
発
表

「燃えゆく秋」 河西 茂彦

み
な
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
１
８
７
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（市長賞）最優秀賞

■問い合わせは… 商工観光課（本館２階）　☎０５５（２７８）１７０８

この印刷物は、環境にやさしいベジタブルオイルインキで
印刷しています。　再生紙を使用しています

■ 発行日／平成27年5月１日
■ 発行／甲斐市　〒400 -0192　山梨県甲斐市篠原2610
■ 編集／秘書政策課　☎055（278）1678　　 055（276）7216
■ ホームページ　http://www.city.kai.yamanashi.jp　

春 夏

秋 冬

優秀賞

春

夏

「桜日和」
 小澤 己江子

「いつまでもお幸せに！」
 山本 賢治

秋

冬

「晩秋の信玄堤」
 藤巻 正英

「盆地の朝」
 中村 欣夫

市 役 所 新 館
敷島総合文化会館
双 葉 公 民 館

５月14日（木）まで
５月16日（土）～28日（木）
５月30日（土）～６月11日（木）

入賞者の作品展示会を開催します。
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